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不寛容な時代に学校は…
江別市立江別第一中学校 新　田　元　紀

　○か×か？　白か黒か？　敵か味方か……。

「△」も，「ちょっと濃い目の灰色」も，「ある面で

は味方」もない世界は極めてわかりやすく，過剰な

バッシングは時に熱狂を生むのでしょう。ネット上

の言葉だけではなく，討論番組でも「○か×か？」

の議論が多いように思います。もちろん“芸”とし

て発言している人もいるのでしょうが…。

　最近，学校で受け取るお叱りは，大抵の場合，悪

いのは“全て”学校・先生です。

　「教室で注意を受けた。子供は傷ついた。ある意

味，体罰だ。先生として信頼できない。先生をやめ

てもらいたい……。」

　その先生の良さなど「0.01」も認めない。

　学校や先生が全て否定される。そんなとき，「敵

か味方か？」のような，「わかりやすさ」を求めてし

まいそうな自分がいて，ぎょっとします。

「注意を受けるような子供が悪い。」

「クレームを受けるような先生が悪い。」

　この不寛容な時代，学校は，特に私たち管理職

は，あらゆることを真摯に受け止め，「世の中は『敵

か味方か？』だけではない。認め合いながら生きて

いかなければならない。」，「『○か×か？』など，

わかりやすい話はない。」ということを根気強く伝

えていかなければなりません。それは，保護者・地

域，生徒だけではなく，「あの生徒は～だから。」

「あの保護者は～だ。」と決めつける先生方にもで

す。

　勝ち負けが重要視され，単なる教育相談に弁護士

が入るようなことも起こっています。弁護士が入っ

て困ることはないとしても，それはもう，信頼の上

で成り立つ“教育”ではないでしょう。

　「パワハラ」，「教師間のいじめ」，「理不尽なク

レーム」…。そんな状況を考えると，少なくとも学

校は「不寛容な時代」に巻き込まれることがあって

はなりません。毅然とした対応を胸に秘めながら，

懐深く，ある意味では宗教家のような寛容の精神で

向かう必要があるのではないかと思っています。

　北風と太陽の寓話ではありませんが，せめて学校

が「太陽」でなければ次代の「太陽」は育ちません

し，社会がますます息苦しくなってしまいます。

　でも，それは働き方改革のベクトルとは，向きが

ちょっと違ってくるような気もしますが…。
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上した事例，及び，生徒に関する情報共有を徹底化

し，日常生活の課題解決の主体を教師から生徒にシ

フトする「教師の意識改革」への取組について発表

された。

第７分科会：東海北陸地区
＜多様化した学校教育課題に対応できる教員の育成＞

　アンケート結果から教員研修に関する課題を探

索し実務を通したＯＪＴやボトムアップ型の自主研

修を実施している事例，互いの授業を自由に参観で

きる週間の設定や市教委の研修事業の積極的な活

用により年代やニーズに応じた人材育成を行って

いる事例が発表された。

第８分科会：東北地区
＜地域との連携・協働による「チーム学校」の実現＞

　東日本大震災からの復興教育，地域と連携した防

災教育の実施により生徒に他者を思いやる心を育

成した事例，校長会が主体となりミドルリーダー養

成のための各種研修会を組織的・計画的に実施す

ることにより，ミドルリーダーの力量や自己有用感

が向上した事例が発表された。

◆アトラクション　伊勢崎市立第三中学校
　ギター・マンドリン部　合唱団

　ギター・マンドリン部は昭和55年の創部以来，演

奏会のみならず地域への訪問演奏を行ってきた。

合唱団は吹奏楽部員で構成され，吹奏楽の練習と

並行して練習を重ね，各種大会出場に加え福祉施

設での訪問演奏を重ねてきた。それぞれの演奏，合

唱の後，合同演奏「夏の思い出」が披露され，尾

瀬ヶ原湿原の情景が目に浮かぶ素晴らしい演奏に

場内からは盛大な拍手が送られた。

◆全体会　大会宣言決議
◆記念講演
　演題　「自己点検のススメ」　
　講師　作家　横山　秀夫　氏
　群馬県での新聞記者の経験

もある横山氏の講演は，巨大

な組織に所属する公務員等は

組織の力や肩書きが有する影

響力を自分個人の力量と誤解

する恐れがあり，特に経営者たる校長は定期的に

「自己点検」する必要性があることを中心とした参

考になる内容であった。

◆閉会式
 来年度開催となる和歌山県より，その自然，歴史，

産業を背景とする風土の紹介と大会準備の進捗状

況等を含めた挨拶があった。挨拶終了にあわせて，

和歌山県からの参加者一同が会場の参加者に向

かって一礼し，全ての日程を終了した。

　第70回全日本中学校長会研究協議会群馬大会は

「新たな時代を切り拓き，よりよい社会を創り出し

ていく日本人を育てる中学校教育」を研究大会主題

とし，全国各地から1,800人を超える会員が参加し，

ベイシア文化ホールを主会場に開催された。

　３日間の日程と主な内容について報告する。

【第１日　10月23日（水）】
11：30～13：50　全日中常任理事会

14：00～17：00　全日中理事会

13：30～14：30　全体協議会運営委員会

15：00～17：00　分科会運営委員会

18：00～20：00　歓迎の集いレセプション

【第２日　10月24日（木）】
 9：30～10：20　開会式

10：30～12：20　文部科学省説明　全体協議会

13：45～16：45　分科会

【第３日　10月25日（金）】
 9：15～ 9：40　アトラクション

 9：50～10：10　全体会

10：20～12：35　記念講演　閉会式

　◆文部科学省説明
　　「当面する初等中等教育上の諸課題」
　文部科学省大臣官房審議官初等中等教育局担当

　矢野　和彦　氏
　以下の13点について重点的な説明がなされた。

（1）新しい時代の初等中等教育の在り方について
　知・徳・体を一体で育む「日本型学校教育」が学力

水準を高めた（ＯＥＣＤ・ＰＩＳＡ2015において数学

的リテラシーが加盟国中

１位）が，児童生徒の語

彙力，高校生の学習意欲

の希薄化，いじめの発生

件数が過去最多等，社会

の急激な変化による課題

が顕在化した。これらの状況に対応していくために

はＳociety5.0時代に必要とされる読解力，情報活用

能力，表現力，協働的な学びを通して解を生み出す

力を育成するとともに，先端技術を活用し，学びの変

化に応じた教育を実現できる教師の資質・能力の向

上，環境整備が必要である。

（2）新学習指導要領の円滑な実施に向けて
　令和２年度からの新学習指導要領全面実施に向

けて，「何ができるようになるか」「何を学ぶか」

「どのように学ぶか」を明確とした社会に開かれた

教育課程を編成する必要がある。特に外国語にお

いては令和６年度まで，毎年，児童が学んでくる時

間数や既習内容が変わるため，小中間における授業

参観や教材・指導計画の情報交換が重要である。

（3）学校における働き方改革の推進について
　平成28年度の勤務実態の調査においては，10年

前の結果に比べ，授業準備，成績処理，学級経営，

部活動を理由に勤務時間が増加した。対応策とし

て，勤務時間の把握と管理，部活動ガイドラインの

遵守，スクールカウンセラー・スクールソーシャル

ワーカー等の外部人材の活用が進められており，さ

らに，１年単位の変形労働時間制の導入が検討さ

れているところである。

（4）教育の情報化の推進について
　新学習指導要領においては，情報活用能力が言

語能力と同様に「学習の基盤となる資質・能力」と

位置付けられた。中学校技術科では「計測・制御の

プログラミング」に加え，「ネットワークを利用し

た双方姓のあるコンテンツのプログラミング」を学

ばせることとなった。また，一斉学習，個別学習，

協働学習の各場面においてＩＣＴを活用すること，

遠隔教育の実施によって学習機会の確保と学習の

幅を広げること，そのための環境整備としてＧＩＧ

Ａスクールネットワーク等に財源措置が講じられ

ている。

（5）デジタル教科書について
　今年度より，教育課程の一部において，通常の

紙の教科書に代えてデジタル教科書を使用するこ

とが可能となった（授業時数の２分の１未満）。こ

れにより教科書の拡大，教科書への書き込み，機械

音声読み上げ，文字色の変更，ルビ振りといった機

能が活用できることとなり，特に特別な配慮を必要

とする生徒にとっては学習上の困難を低減させる

ことが可能となった。

（6）生徒指導上の諸課題への対応について
　自殺等の重大事態に関する調査からは，平成17

年度までのいじめの定義を用いた限定解釈による

認知漏れがあったことが課題として挙げられてい

る。平成29年３月の基本方針改定以後は，けんかや

ふざけ合いであっても見えないところでいじめが発

生している可能性を考え慎重に判断することと

なっている。不登校生徒数は平成29年度において

小中高合計で19万人であり，前年度から１万人増加

している。中学校では生徒31人に１人が不登校とい

う状況である。重点施策として，魅力ある学校づく

り，支援シートを活用した組織的な支援体制の確

立，多様で適切な教育機会の確保，教育相談体制

の充実等を推進する。

（7）特別支援教育の推進について
　平成30年度の調査では，小中学校の特別支援学

校教諭等免許状の保有率は30.8％であり，免許法

認定通信教育等を活用し現状の２倍程度を目標と

して取得を進めることにより，教員の資質の向上を

進める。

（8）人権教育について
　ハンセン病に関する資料等を活用し，偏見や差別

の解消のための適切な教育を実施することについて

の通知が発出されている。また，性同一性障害に係

る児童生徒に対する組織的な支援体制の構築やい

じめの防止，相談を通してのアウティング（暴

露），カミングアウトの強要を防止することに留意

が必要である。

（9）教師の資質・能力の向上について
　近年，民間企業等の採用状況や定年退職者数増

加に伴う採用者数増加等により公立学校教員の採

用倍率は減少傾向にあるため，働き方改革を進める

等の教職の魅力向上が喫緊の課題である。

（10）部活動について
　運動部活動等への参加率は横ばいの傾向である

が，生徒数が減少，運動部設置数は変わらないとい

う状況であり，顧問教員の約５割が担当競技の経験

がない状況である。平成29年度には部活動指導員

が制度化され，また，同年度に運動部活動の在り方

に関する総合的なガイドラインをスポーツ庁が策

定，さらに，平成30年度には文化部活動の在り方に

関する総合的なガイドラインを文化庁が策定した。

（11）学校施設について
　平成30年度第１次補正予算により，令和元年度中

には小中学校の普通教室の９割に空調（冷房）設備

が設置される見込みである（除　北海道，青森，秋

田）。

（12）子供の貧困対策と教育の無償化・負担軽減な
どについて

　幼児期から高等教育段階まで切れ目のない教育

費負担の軽減を目指した取組を進めている。そのう

ち義務教育段階においては，要保護者等に係る支

援として，補助対象費目に卒業アルバム代等を新設

し，修学旅行費，及び，新入学児童生徒学用品費等

の単価引き上げを令和２年度概算要求に組み入れ

た。

（13）公立学校教職員のマイナンバーカード取得に
向けた取組について

　マイナンバーカードの普及と利活用を促進する

ため，公立学校教職員の取得促進事業を行う。具体

的には啓発ポスターの配布，促進月間の設定により

本年度中の一斉取得を目指す。令和３年３月からは

健康保険証としての利用となるなど公共サービスに

おける利活用が拡大される。

◆全体協議会
■第１研究協議題　全日中提案
全日中教育ビジョンに基づく学校からの教育改革

～生徒指導部の調査研究報告書を通して～
全日本中学校長会生徒指導部長　笛木　啓介

　全日中生徒指導部においては，全日中教育ビジョ

ンをもとに５点の推進事項を定めており，今年度は

「健全育成の推進・充実のための研究」及び「当面

する生徒指導上の課題への対応」の２点から「いじ

め問題による自殺根絶に向けて」の提言を行った。

（1）学校・家庭・地域社会の責任分担と連携強化

　生徒の健全育成のためには，学校は社会性，家

庭はしつけ，地域は規範意識をそれぞれが責任を

もって育成することが求められる。

（2）教育委員会への取組要望

　課題を抱える学校への行政支援，並びに家庭の

教育力向上により，教員が十分に力量を発揮できる

条件整備や環境整備を強く要望していくことが重

要である。

（3）道徳教育の推進

　全日中生徒指導部の調査結果からは，思いやりの

気持ちや公徳心が改善傾向にあることが明らかに

なった。全教育活動と「特別の教科　道徳」との関

連を図り，道徳的な判断力と態度を育てることが大

切である。

（4）体験学習の推進

　インターネット等の普及により間接体験，疑似体

験が増加しているが，生徒の成長にとっては体験的

な学習活動，特に社会奉仕体験活動や自然体験活

動を充実させていくことが大切である。

（5）社会の変化に対応した指導

　ＩＣＴ機器利用に関わる生徒指導上の問題が掲

示板等からＳＮＳへと学校や保護者が見つけにくい

状況となっていることから，生徒にルールやモラル

を身に付けさせる情報教育の充実が必要である。

（6）専門家を活用した生徒指導の充実

　ＳＣが不登校未然防止やいじめの早期発見，ＳＳ

Ｗが家庭や地域社会への橋渡しを行う等，その効

果が評価される一方，学校への配置日数，配置人数

が十分でないとの指摘も多く，施策や活用について

検討していく必要がある。

（7）コミュニケーション能力の育成

　コミュニケーション能力の不足が生徒指導上の問

題発生の要因であるばかりでなく，解決の際の課題

にもなっている現状がある。言葉は周囲との人間関

係を形成していくためにも大切なものであり，豊か

な言語環境の整備とコミュニケーション能力の育成

を重視していく必要がある。

■第２研究協議題　中国地区提案
「明日も行きたい」と思える学校をめざして
～“『自分株』を磨き『学校株』を高める”
　　　　　　　　　　　　　　　活動を通して～

島根県出雲市立第二中学校長　伊藤　成二
　「チーム学校」づくりには，職員，生徒，保護者

への教育方針の説明とそれぞれの意識化，そして協

働化が必要であり，その具現化のための校長として

リーダーシップの発揮の視点から実践発表を行っ

た。

（1）キーワードを設定する

　生徒一人一人が「株式会社」の社長であり，株を

上げるには相応の努力と機関が必要であることを意

識づけた。

　また，「３つの汗」（体にかく汗，頭にかく汗，心

にかく汗），成長を促す３Ｃ（Ｃhance，Ｃhallenge，

Ｃhange）を生徒にも伝え意識の共有化を図ってい

る。生徒指導面においては「痒い所に手の届く生徒

指導」を職員に提示し，生徒指導や保護者との関わ

りの“合い言葉”としている。

（2）クレームを学校改善に活かす

　クレームの真意を理解し，敵対ではなく子供をよ

り良く成長させたいとの親と教師の共通の願いを共

通理解し，学校改善につなげることを心がけてい

る。

（3）生徒の力を引き出す

　中庭の手入れをするボランティア活動を通して，

生徒自らが目に見える形で学校の環境整備に関与

する自己有用感の育成を推進したり，「イエロー

カード」を使い言語環境の改善を図り，大きな成果

を上げた。

（4）地域と歩む

　家庭との連携を強めるために校区の幼保小中が

連携し「子育て七箇条」を策定した。地域の主だっ

た20団体，事業所100社の賛同を得ながら地域ぐる

みの活動へと広げ，関係者のみならず多くの大人が

子育てについて振り返り，意識の改善へと発展して

いった。

◆分科会
　８つの分科会に分かれ，それぞれの担当地区から

研究の取組と成果・課題について提案があり，熱心

な研究協議が行われた。

第３分科会：北海道地区
＜よりよく生きようとする意思や
　　　　　　　　　能力を育む道徳教育の充実＞
・ものごとを多面的・多角的に考え，生き方につい
ての考えを深める道徳的な判断力，心情，実践意
欲と態度の育成
　　北海道富良野市立麓郷中学校長　大角　勝之
・他の教育活動・働き方改革との関連を重視した道
徳教育の充実
　北海道稚内市立潮見が丘中学校長　塩﨑　由雄
　富良野市校長会においては，生徒の道徳性の育成

を目指す道徳教育の充実を目的に３年次計画を策定

し，指導体制の工夫・計画の充実，授業実践の充実，

評価の工夫等を同一歩調で行っている。具体的には

①道徳教育推進教師研修会の実施，②授業力向上

に関する各校の実践研修の実施，③小中授業交流を

進めた。成果として，①新学習指導要領の深い理

解，②ＺＥＲＯ運動（生徒の自治的活動を通していじ

めを無くす活動）の一層の推進，③道徳教育の組織

的取組，④教師の授業力の向上が得られた。

　宗谷管内中学校長会においては，どの学校，どの

教室においても一定レベルの道徳科の授業が展開

されること目標として，教科書の活用方法の検証，

授業実践交流，評価についての検討を進めてき

た。具体的には，①道徳教育推進月間の設定と実

施，②教育課程全体

における道徳科の明

確化，③学校課題解

決のための全体計

画・年間指導計画の

策定，④道徳授業ア

ンケートによる授業
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改善を各校の実態に

即した形で進めた。

成果として，①教員

の意識向上と一定レ

ベルの授業の実施，

②道徳教育推進教師

の成長，③道徳科の

指導過程の統一，④生徒の意欲を引き出す評価研

究の推進が得られた。

　尚，大角，塩﨑，両氏の提案の詳細については会

誌「全道中」№89号（令和２年３月１日発行予定）

に掲載される予定である。

　また，他の分科会の研究協議題と概要は次のとお

りである。　　

第１分科会：関東甲信越地区
＜「カリキュラム・マネジメント」の推進＞

　コミュニティ・スクールを基盤とした小中一貫教

育の充実により学力向上を達成した事例，及び，支

援教育の視点から教育活動を充実させたことにより

問題行動が減少した事例が発表された。

第２分科会：中国地区
＜「主体的・対話的で深い学び」の実現＞

　共同的な学習の実施ととそれを支える学習ルー

ルの設定により主体的・対話的で深い学びを実現し

た事例，及び，適切な課題設定と思考ツールの活用

による授業展開により生徒の論理的な思考力を育成

した事例が発表された。

第４分科会：近畿地区
＜健康で安全な生活と豊かなスポーツライフを

実現するための教育の充実＞

　地域連携型の避難訓練や生徒が主体となる交通

安全教室の実施等により教職員，生徒の安全意識

を高めている事例，及び，小中連携で持久走による

取組を進めたことにより体力面に加えて自己肯定感

も向上した事例が発表された。

第５分科会：九州地区
＜社会的・職業的自立に向けた

キャリア教育と進路指導の充実＞

　教育活動全体を通した組織的・計画的な進路指導

の実施により生徒の勤労観や職業観が向上した事

例，及び，地域人財を活用した郷土学習の実施と

キャリア教育の視点から授業改善を行うことで生徒

の基礎的・汎用的能力を育成した事例が発表され

た。

第６分科会：四国地区
＜自他を敬愛し他者と協働しながら自己実現を図る

ための自己指導能力を育成する生徒指導の充実＞

　日々の行動に目標設定をさせ継続的に努力を重ね

させることにより自己実現を支える自己指導能力が向

上した事例，及び，生徒に関する情報共有を徹底化

し，日常生活の課題解決の主体を教師から生徒にシ

フトする「教師の意識改革」への取組について発表

された。

第７分科会：東海北陸地区
＜多様化した学校教育課題に対応できる教員の育成＞

　アンケート結果から教員研修に関する課題を探

索し実務を通したＯＪＴやボトムアップ型の自主研

修を実施している事例，互いの授業を自由に参観で

きる週間の設定や市教委の研修事業の積極的な活

用により年代やニーズに応じた人材育成を行って

いる事例が発表された。

第８分科会：東北地区
＜地域との連携・協働による「チーム学校」の実現＞

　東日本大震災からの復興教育，地域と連携した防

災教育の実施により生徒に他者を思いやる心を育

成した事例，校長会が主体となりミドルリーダー養

成のための各種研修会を組織的・計画的に実施す

ることにより，ミドルリーダーの力量や自己有用感

が向上した事例が発表された。

◆アトラクション　伊勢崎市立第三中学校
　ギター・マンドリン部　合唱団

　ギター・マンドリン部は昭和55年の創部以来，演

奏会のみならず地域への訪問演奏を行ってきた。

合唱団は吹奏楽部員で構成され，吹奏楽の練習と

並行して練習を重ね，各種大会出場に加え福祉施

設での訪問演奏を重ねてきた。それぞれの演奏，合

唱の後，合同演奏「夏の思い出」が披露され，尾

瀬ヶ原湿原の情景が目に浮かぶ素晴らしい演奏に

場内からは盛大な拍手が送られた。

◆全体会　大会宣言決議
◆記念講演
　演題　「自己点検のススメ」　
　講師　作家　横山　秀夫　氏
　群馬県での新聞記者の経験

もある横山氏の講演は，巨大

な組織に所属する公務員等は

組織の力や肩書きが有する影

響力を自分個人の力量と誤解

する恐れがあり，特に経営者たる校長は定期的に

「自己点検」する必要性があることを中心とした参

考になる内容であった。

◆閉会式
 来年度開催となる和歌山県より，その自然，歴史，

産業を背景とする風土の紹介と大会準備の進捗状

況等を含めた挨拶があった。挨拶終了にあわせて，

和歌山県からの参加者一同が会場の参加者に向

かって一礼し，全ての日程を終了した。
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　第70回全日本中学校長会研究協議会群馬大会は

「新たな時代を切り拓き，よりよい社会を創り出し

ていく日本人を育てる中学校教育」を研究大会主題

とし，全国各地から1,800人を超える会員が参加し，

ベイシア文化ホールを主会場に開催された。

　３日間の日程と主な内容について報告する。

【第１日　10月23日（水）】
11：30～13：50　全日中常任理事会

14：00～17：00　全日中理事会

13：30～14：30　全体協議会運営委員会

15：00～17：00　分科会運営委員会

18：00～20：00　歓迎の集いレセプション

【第２日　10月24日（木）】
 9：30～10：20　開会式

10：30～12：20　文部科学省説明　全体協議会

13：45～16：45　分科会

【第３日　10月25日（金）】
 9：15～ 9：40　アトラクション

 9：50～10：10　全体会

10：20～12：35　記念講演　閉会式

　◆文部科学省説明
　　「当面する初等中等教育上の諸課題」
　文部科学省大臣官房審議官初等中等教育局担当

　矢野　和彦　氏
　以下の13点について重点的な説明がなされた。

（1）新しい時代の初等中等教育の在り方について
　知・徳・体を一体で育む「日本型学校教育」が学力

水準を高めた（ＯＥＣＤ・ＰＩＳＡ2015において数学

的リテラシーが加盟国中

１位）が，児童生徒の語

彙力，高校生の学習意欲

の希薄化，いじめの発生

件数が過去最多等，社会

の急激な変化による課題

が顕在化した。これらの状況に対応していくために

はＳociety5.0時代に必要とされる読解力，情報活用

能力，表現力，協働的な学びを通して解を生み出す

力を育成するとともに，先端技術を活用し，学びの変

化に応じた教育を実現できる教師の資質・能力の向

上，環境整備が必要である。

（2）新学習指導要領の円滑な実施に向けて
　令和２年度からの新学習指導要領全面実施に向

けて，「何ができるようになるか」「何を学ぶか」

「どのように学ぶか」を明確とした社会に開かれた

教育課程を編成する必要がある。特に外国語にお

いては令和６年度まで，毎年，児童が学んでくる時

間数や既習内容が変わるため，小中間における授業

参観や教材・指導計画の情報交換が重要である。

（3）学校における働き方改革の推進について
　平成28年度の勤務実態の調査においては，10年

前の結果に比べ，授業準備，成績処理，学級経営，

部活動を理由に勤務時間が増加した。対応策とし

て，勤務時間の把握と管理，部活動ガイドラインの

遵守，スクールカウンセラー・スクールソーシャル

ワーカー等の外部人材の活用が進められており，さ

らに，１年単位の変形労働時間制の導入が検討さ

れているところである。

（4）教育の情報化の推進について
　新学習指導要領においては，情報活用能力が言

語能力と同様に「学習の基盤となる資質・能力」と

位置付けられた。中学校技術科では「計測・制御の

プログラミング」に加え，「ネットワークを利用し

た双方姓のあるコンテンツのプログラミング」を学

ばせることとなった。また，一斉学習，個別学習，

協働学習の各場面においてＩＣＴを活用すること，

遠隔教育の実施によって学習機会の確保と学習の

幅を広げること，そのための環境整備としてＧＩＧ

Ａスクールネットワーク等に財源措置が講じられ

ている。
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（5）デジタル教科書について
　今年度より，教育課程の一部において，通常の

紙の教科書に代えてデジタル教科書を使用するこ

とが可能となった（授業時数の２分の１未満）。こ

れにより教科書の拡大，教科書への書き込み，機械

音声読み上げ，文字色の変更，ルビ振りといった機

能が活用できることとなり，特に特別な配慮を必要

とする生徒にとっては学習上の困難を低減させる

ことが可能となった。

（6）生徒指導上の諸課題への対応について
　自殺等の重大事態に関する調査からは，平成17

年度までのいじめの定義を用いた限定解釈による

認知漏れがあったことが課題として挙げられてい

る。平成29年３月の基本方針改定以後は，けんかや

ふざけ合いであっても見えないところでいじめが発

生している可能性を考え慎重に判断することと

なっている。不登校生徒数は平成29年度において

小中高合計で19万人であり，前年度から１万人増加

している。中学校では生徒31人に１人が不登校とい

う状況である。重点施策として，魅力ある学校づく

り，支援シートを活用した組織的な支援体制の確

立，多様で適切な教育機会の確保，教育相談体制

の充実等を推進する。

（7）特別支援教育の推進について
　平成30年度の調査では，小中学校の特別支援学

校教諭等免許状の保有率は30.8％であり，免許法

認定通信教育等を活用し現状の２倍程度を目標と

して取得を進めることにより，教員の資質の向上を

進める。

（8）人権教育について
　ハンセン病に関する資料等を活用し，偏見や差別

の解消のための適切な教育を実施することについて

の通知が発出されている。また，性同一性障害に係

る児童生徒に対する組織的な支援体制の構築やい

じめの防止，相談を通してのアウティング（暴

露），カミングアウトの強要を防止することに留意

が必要である。

（9）教師の資質・能力の向上について
　近年，民間企業等の採用状況や定年退職者数増

加に伴う採用者数増加等により公立学校教員の採

用倍率は減少傾向にあるため，働き方改革を進める

等の教職の魅力向上が喫緊の課題である。

（10）部活動について
　運動部活動等への参加率は横ばいの傾向である

が，生徒数が減少，運動部設置数は変わらないとい

う状況であり，顧問教員の約５割が担当競技の経験

がない状況である。平成29年度には部活動指導員

が制度化され，また，同年度に運動部活動の在り方

に関する総合的なガイドラインをスポーツ庁が策

定，さらに，平成30年度には文化部活動の在り方に

関する総合的なガイドラインを文化庁が策定した。

（11）学校施設について
　平成30年度第１次補正予算により，令和元年度中

には小中学校の普通教室の９割に空調（冷房）設備

が設置される見込みである（除　北海道，青森，秋

田）。

（12）子供の貧困対策と教育の無償化・負担軽減な
どについて

　幼児期から高等教育段階まで切れ目のない教育

費負担の軽減を目指した取組を進めている。そのう

ち義務教育段階においては，要保護者等に係る支

援として，補助対象費目に卒業アルバム代等を新設

し，修学旅行費，及び，新入学児童生徒学用品費等

の単価引き上げを令和２年度概算要求に組み入れ

た。

（13）公立学校教職員のマイナンバーカード取得に
向けた取組について

　マイナンバーカードの普及と利活用を促進する

ため，公立学校教職員の取得促進事業を行う。具体

的には啓発ポスターの配布，促進月間の設定により

本年度中の一斉取得を目指す。令和３年３月からは

健康保険証としての利用となるなど公共サービスに

おける利活用が拡大される。

◆全体協議会
■第１研究協議題　全日中提案
全日中教育ビジョンに基づく学校からの教育改革

～生徒指導部の調査研究報告書を通して～
全日本中学校長会生徒指導部長　笛木　啓介

　全日中生徒指導部においては，全日中教育ビジョ

ンをもとに５点の推進事項を定めており，今年度は

「健全育成の推進・充実のための研究」及び「当面

する生徒指導上の課題への対応」の２点から「いじ

め問題による自殺根絶に向けて」の提言を行った。

（1）学校・家庭・地域社会の責任分担と連携強化

　生徒の健全育成のためには，学校は社会性，家

庭はしつけ，地域は規範意識をそれぞれが責任を

もって育成することが求められる。

（2）教育委員会への取組要望

　課題を抱える学校への行政支援，並びに家庭の

教育力向上により，教員が十分に力量を発揮できる

条件整備や環境整備を強く要望していくことが重

要である。

（3）道徳教育の推進

　全日中生徒指導部の調査結果からは，思いやりの

気持ちや公徳心が改善傾向にあることが明らかに

なった。全教育活動と「特別の教科　道徳」との関

連を図り，道徳的な判断力と態度を育てることが大

切である。

（4）体験学習の推進

　インターネット等の普及により間接体験，疑似体

験が増加しているが，生徒の成長にとっては体験的

な学習活動，特に社会奉仕体験活動や自然体験活

動を充実させていくことが大切である。

（5）社会の変化に対応した指導

　ＩＣＴ機器利用に関わる生徒指導上の問題が掲

示板等からＳＮＳへと学校や保護者が見つけにくい

状況となっていることから，生徒にルールやモラル

を身に付けさせる情報教育の充実が必要である。

（6）専門家を活用した生徒指導の充実

　ＳＣが不登校未然防止やいじめの早期発見，ＳＳ

Ｗが家庭や地域社会への橋渡しを行う等，その効

果が評価される一方，学校への配置日数，配置人数

が十分でないとの指摘も多く，施策や活用について

検討していく必要がある。

（7）コミュニケーション能力の育成

　コミュニケーション能力の不足が生徒指導上の問

題発生の要因であるばかりでなく，解決の際の課題

にもなっている現状がある。言葉は周囲との人間関

係を形成していくためにも大切なものであり，豊か

な言語環境の整備とコミュニケーション能力の育成

を重視していく必要がある。

■第２研究協議題　中国地区提案
「明日も行きたい」と思える学校をめざして
～“『自分株』を磨き『学校株』を高める”
　　　　　　　　　　　　　　　活動を通して～

島根県出雲市立第二中学校長　伊藤　成二
　「チーム学校」づくりには，職員，生徒，保護者

への教育方針の説明とそれぞれの意識化，そして協

働化が必要であり，その具現化のための校長として

リーダーシップの発揮の視点から実践発表を行っ

た。

（1）キーワードを設定する

　生徒一人一人が「株式会社」の社長であり，株を

上げるには相応の努力と機関が必要であることを意

識づけた。

　また，「３つの汗」（体にかく汗，頭にかく汗，心

にかく汗），成長を促す３Ｃ（Ｃhance，Ｃhallenge，

Ｃhange）を生徒にも伝え意識の共有化を図ってい

る。生徒指導面においては「痒い所に手の届く生徒

指導」を職員に提示し，生徒指導や保護者との関わ

りの“合い言葉”としている。

（2）クレームを学校改善に活かす

　クレームの真意を理解し，敵対ではなく子供をよ

り良く成長させたいとの親と教師の共通の願いを共

通理解し，学校改善につなげることを心がけてい

る。

（3）生徒の力を引き出す

　中庭の手入れをするボランティア活動を通して，

生徒自らが目に見える形で学校の環境整備に関与

する自己有用感の育成を推進したり，「イエロー

カード」を使い言語環境の改善を図り，大きな成果

を上げた。

（4）地域と歩む

　家庭との連携を強めるために校区の幼保小中が

連携し「子育て七箇条」を策定した。地域の主だっ

た20団体，事業所100社の賛同を得ながら地域ぐる

みの活動へと広げ，関係者のみならず多くの大人が

子育てについて振り返り，意識の改善へと発展して

いった。

◆分科会
　８つの分科会に分かれ，それぞれの担当地区から

研究の取組と成果・課題について提案があり，熱心

な研究協議が行われた。

第３分科会：北海道地区
＜よりよく生きようとする意思や
　　　　　　　　　能力を育む道徳教育の充実＞
・ものごとを多面的・多角的に考え，生き方につい
ての考えを深める道徳的な判断力，心情，実践意
欲と態度の育成
　　北海道富良野市立麓郷中学校長　大角　勝之
・他の教育活動・働き方改革との関連を重視した道
徳教育の充実
　北海道稚内市立潮見が丘中学校長　塩﨑　由雄
　富良野市校長会においては，生徒の道徳性の育成

を目指す道徳教育の充実を目的に３年次計画を策定

し，指導体制の工夫・計画の充実，授業実践の充実，

評価の工夫等を同一歩調で行っている。具体的には

①道徳教育推進教師研修会の実施，②授業力向上

に関する各校の実践研修の実施，③小中授業交流を

進めた。成果として，①新学習指導要領の深い理

解，②ＺＥＲＯ運動（生徒の自治的活動を通していじ

めを無くす活動）の一層の推進，③道徳教育の組織

的取組，④教師の授業力の向上が得られた。

　宗谷管内中学校長会においては，どの学校，どの

教室においても一定レベルの道徳科の授業が展開

されること目標として，教科書の活用方法の検証，

授業実践交流，評価についての検討を進めてき

た。具体的には，①道徳教育推進月間の設定と実

施，②教育課程全体

における道徳科の明

確化，③学校課題解

決のための全体計

画・年間指導計画の

策定，④道徳授業ア

ンケートによる授業

改善を各校の実態に

即した形で進めた。

成果として，①教員

の意識向上と一定レ

ベルの授業の実施，

②道徳教育推進教師

の成長，③道徳科の

指導過程の統一，④生徒の意欲を引き出す評価研

究の推進が得られた。

　尚，大角，塩﨑，両氏の提案の詳細については会

誌「全道中」№89号（令和２年３月１日発行予定）

に掲載される予定である。

　また，他の分科会の研究協議題と概要は次のとお

りである。　　

第１分科会：関東甲信越地区
＜「カリキュラム・マネジメント」の推進＞

　コミュニティ・スクールを基盤とした小中一貫教

育の充実により学力向上を達成した事例，及び，支

援教育の視点から教育活動を充実させたことにより

問題行動が減少した事例が発表された。

第２分科会：中国地区
＜「主体的・対話的で深い学び」の実現＞

　共同的な学習の実施ととそれを支える学習ルー

ルの設定により主体的・対話的で深い学びを実現し

た事例，及び，適切な課題設定と思考ツールの活用

による授業展開により生徒の論理的な思考力を育成

した事例が発表された。

第４分科会：近畿地区
＜健康で安全な生活と豊かなスポーツライフを

実現するための教育の充実＞

　地域連携型の避難訓練や生徒が主体となる交通

安全教室の実施等により教職員，生徒の安全意識

を高めている事例，及び，小中連携で持久走による

取組を進めたことにより体力面に加えて自己肯定感

も向上した事例が発表された。

第５分科会：九州地区
＜社会的・職業的自立に向けた

キャリア教育と進路指導の充実＞

　教育活動全体を通した組織的・計画的な進路指導

の実施により生徒の勤労観や職業観が向上した事

例，及び，地域人財を活用した郷土学習の実施と

キャリア教育の視点から授業改善を行うことで生徒

の基礎的・汎用的能力を育成した事例が発表され

た。

第６分科会：四国地区
＜自他を敬愛し他者と協働しながら自己実現を図る

ための自己指導能力を育成する生徒指導の充実＞

　日々の行動に目標設定をさせ継続的に努力を重ね

させることにより自己実現を支える自己指導能力が向
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上した事例，及び，生徒に関する情報共有を徹底化

し，日常生活の課題解決の主体を教師から生徒にシ

フトする「教師の意識改革」への取組について発表

された。

第７分科会：東海北陸地区
＜多様化した学校教育課題に対応できる教員の育成＞

　アンケート結果から教員研修に関する課題を探

索し実務を通したＯＪＴやボトムアップ型の自主研

修を実施している事例，互いの授業を自由に参観で

きる週間の設定や市教委の研修事業の積極的な活

用により年代やニーズに応じた人材育成を行って

いる事例が発表された。

第８分科会：東北地区
＜地域との連携・協働による「チーム学校」の実現＞

　東日本大震災からの復興教育，地域と連携した防

災教育の実施により生徒に他者を思いやる心を育

成した事例，校長会が主体となりミドルリーダー養

成のための各種研修会を組織的・計画的に実施す

ることにより，ミドルリーダーの力量や自己有用感

が向上した事例が発表された。

◆アトラクション　伊勢崎市立第三中学校
　ギター・マンドリン部　合唱団

　ギター・マンドリン部は昭和55年の創部以来，演

奏会のみならず地域への訪問演奏を行ってきた。

合唱団は吹奏楽部員で構成され，吹奏楽の練習と

並行して練習を重ね，各種大会出場に加え福祉施

設での訪問演奏を重ねてきた。それぞれの演奏，合

唱の後，合同演奏「夏の思い出」が披露され，尾

瀬ヶ原湿原の情景が目に浮かぶ素晴らしい演奏に

場内からは盛大な拍手が送られた。

◆全体会　大会宣言決議
◆記念講演
　演題　「自己点検のススメ」　
　講師　作家　横山　秀夫　氏
　群馬県での新聞記者の経験

もある横山氏の講演は，巨大

な組織に所属する公務員等は

組織の力や肩書きが有する影

響力を自分個人の力量と誤解

する恐れがあり，特に経営者たる校長は定期的に

「自己点検」する必要性があることを中心とした参

考になる内容であった。

◆閉会式
 来年度開催となる和歌山県より，その自然，歴史，

産業を背景とする風土の紹介と大会準備の進捗状

況等を含めた挨拶があった。挨拶終了にあわせて，

和歌山県からの参加者一同が会場の参加者に向

かって一礼し，全ての日程を終了した。

　第70回全日本中学校長会研究協議会群馬大会は

「新たな時代を切り拓き，よりよい社会を創り出し

ていく日本人を育てる中学校教育」を研究大会主題

とし，全国各地から1,800人を超える会員が参加し，

ベイシア文化ホールを主会場に開催された。

　３日間の日程と主な内容について報告する。

【第１日　10月23日（水）】
11：30～13：50　全日中常任理事会

14：00～17：00　全日中理事会

13：30～14：30　全体協議会運営委員会

15：00～17：00　分科会運営委員会

18：00～20：00　歓迎の集いレセプション

【第２日　10月24日（木）】
 9：30～10：20　開会式

10：30～12：20　文部科学省説明　全体協議会

13：45～16：45　分科会

【第３日　10月25日（金）】
 9：15～ 9：40　アトラクション

 9：50～10：10　全体会

10：20～12：35　記念講演　閉会式

　◆文部科学省説明
　　「当面する初等中等教育上の諸課題」
　文部科学省大臣官房審議官初等中等教育局担当

　矢野　和彦　氏
　以下の13点について重点的な説明がなされた。

（1）新しい時代の初等中等教育の在り方について
　知・徳・体を一体で育む「日本型学校教育」が学力

水準を高めた（ＯＥＣＤ・ＰＩＳＡ2015において数学

的リテラシーが加盟国中

１位）が，児童生徒の語

彙力，高校生の学習意欲

の希薄化，いじめの発生

件数が過去最多等，社会

の急激な変化による課題

が顕在化した。これらの状況に対応していくために

はＳociety5.0時代に必要とされる読解力，情報活用

能力，表現力，協働的な学びを通して解を生み出す

力を育成するとともに，先端技術を活用し，学びの変

化に応じた教育を実現できる教師の資質・能力の向

上，環境整備が必要である。

（2）新学習指導要領の円滑な実施に向けて
　令和２年度からの新学習指導要領全面実施に向

けて，「何ができるようになるか」「何を学ぶか」

「どのように学ぶか」を明確とした社会に開かれた

教育課程を編成する必要がある。特に外国語にお

いては令和６年度まで，毎年，児童が学んでくる時

間数や既習内容が変わるため，小中間における授業

参観や教材・指導計画の情報交換が重要である。

（3）学校における働き方改革の推進について
　平成28年度の勤務実態の調査においては，10年

前の結果に比べ，授業準備，成績処理，学級経営，

部活動を理由に勤務時間が増加した。対応策とし

て，勤務時間の把握と管理，部活動ガイドラインの

遵守，スクールカウンセラー・スクールソーシャル

ワーカー等の外部人材の活用が進められており，さ

らに，１年単位の変形労働時間制の導入が検討さ

れているところである。

（4）教育の情報化の推進について
　新学習指導要領においては，情報活用能力が言

語能力と同様に「学習の基盤となる資質・能力」と

位置付けられた。中学校技術科では「計測・制御の

プログラミング」に加え，「ネットワークを利用し

た双方姓のあるコンテンツのプログラミング」を学

ばせることとなった。また，一斉学習，個別学習，

協働学習の各場面においてＩＣＴを活用すること，

遠隔教育の実施によって学習機会の確保と学習の

幅を広げること，そのための環境整備としてＧＩＧ

Ａスクールネットワーク等に財源措置が講じられ

ている。

（5）デジタル教科書について
　今年度より，教育課程の一部において，通常の

紙の教科書に代えてデジタル教科書を使用するこ

とが可能となった（授業時数の２分の１未満）。こ

れにより教科書の拡大，教科書への書き込み，機械

音声読み上げ，文字色の変更，ルビ振りといった機

能が活用できることとなり，特に特別な配慮を必要

とする生徒にとっては学習上の困難を低減させる

ことが可能となった。

（6）生徒指導上の諸課題への対応について
　自殺等の重大事態に関する調査からは，平成17

年度までのいじめの定義を用いた限定解釈による

認知漏れがあったことが課題として挙げられてい

る。平成29年３月の基本方針改定以後は，けんかや

ふざけ合いであっても見えないところでいじめが発

生している可能性を考え慎重に判断することと

なっている。不登校生徒数は平成29年度において

小中高合計で19万人であり，前年度から１万人増加

している。中学校では生徒31人に１人が不登校とい

う状況である。重点施策として，魅力ある学校づく

り，支援シートを活用した組織的な支援体制の確

立，多様で適切な教育機会の確保，教育相談体制

の充実等を推進する。

（7）特別支援教育の推進について
　平成30年度の調査では，小中学校の特別支援学

校教諭等免許状の保有率は30.8％であり，免許法

認定通信教育等を活用し現状の２倍程度を目標と

して取得を進めることにより，教員の資質の向上を

進める。

（8）人権教育について
　ハンセン病に関する資料等を活用し，偏見や差別

の解消のための適切な教育を実施することについて

の通知が発出されている。また，性同一性障害に係

る児童生徒に対する組織的な支援体制の構築やい

じめの防止，相談を通してのアウティング（暴

露），カミングアウトの強要を防止することに留意

が必要である。

（9）教師の資質・能力の向上について
　近年，民間企業等の採用状況や定年退職者数増

加に伴う採用者数増加等により公立学校教員の採

用倍率は減少傾向にあるため，働き方改革を進める

等の教職の魅力向上が喫緊の課題である。

（10）部活動について
　運動部活動等への参加率は横ばいの傾向である

が，生徒数が減少，運動部設置数は変わらないとい

う状況であり，顧問教員の約５割が担当競技の経験

がない状況である。平成29年度には部活動指導員

が制度化され，また，同年度に運動部活動の在り方

に関する総合的なガイドラインをスポーツ庁が策

定，さらに，平成30年度には文化部活動の在り方に

関する総合的なガイドラインを文化庁が策定した。

（11）学校施設について
　平成30年度第１次補正予算により，令和元年度中

には小中学校の普通教室の９割に空調（冷房）設備

が設置される見込みである（除　北海道，青森，秋

田）。

（12）子供の貧困対策と教育の無償化・負担軽減な
どについて

　幼児期から高等教育段階まで切れ目のない教育

費負担の軽減を目指した取組を進めている。そのう

ち義務教育段階においては，要保護者等に係る支

援として，補助対象費目に卒業アルバム代等を新設

し，修学旅行費，及び，新入学児童生徒学用品費等

の単価引き上げを令和２年度概算要求に組み入れ

た。

（13）公立学校教職員のマイナンバーカード取得に
向けた取組について

　マイナンバーカードの普及と利活用を促進する

ため，公立学校教職員の取得促進事業を行う。具体

的には啓発ポスターの配布，促進月間の設定により

本年度中の一斉取得を目指す。令和３年３月からは

健康保険証としての利用となるなど公共サービスに

おける利活用が拡大される。

◆全体協議会
■第１研究協議題　全日中提案
全日中教育ビジョンに基づく学校からの教育改革

～生徒指導部の調査研究報告書を通して～
全日本中学校長会生徒指導部長　笛木　啓介

　全日中生徒指導部においては，全日中教育ビジョ

ンをもとに５点の推進事項を定めており，今年度は

「健全育成の推進・充実のための研究」及び「当面

する生徒指導上の課題への対応」の２点から「いじ

め問題による自殺根絶に向けて」の提言を行った。

（1）学校・家庭・地域社会の責任分担と連携強化

　生徒の健全育成のためには，学校は社会性，家

庭はしつけ，地域は規範意識をそれぞれが責任を

もって育成することが求められる。

（2）教育委員会への取組要望

　課題を抱える学校への行政支援，並びに家庭の

教育力向上により，教員が十分に力量を発揮できる

条件整備や環境整備を強く要望していくことが重

要である。

（3）道徳教育の推進

　全日中生徒指導部の調査結果からは，思いやりの

気持ちや公徳心が改善傾向にあることが明らかに

なった。全教育活動と「特別の教科　道徳」との関

連を図り，道徳的な判断力と態度を育てることが大

切である。

（4）体験学習の推進

　インターネット等の普及により間接体験，疑似体

験が増加しているが，生徒の成長にとっては体験的

な学習活動，特に社会奉仕体験活動や自然体験活

動を充実させていくことが大切である。

（5）社会の変化に対応した指導

　ＩＣＴ機器利用に関わる生徒指導上の問題が掲

示板等からＳＮＳへと学校や保護者が見つけにくい

状況となっていることから，生徒にルールやモラル

を身に付けさせる情報教育の充実が必要である。

（6）専門家を活用した生徒指導の充実

　ＳＣが不登校未然防止やいじめの早期発見，ＳＳ

Ｗが家庭や地域社会への橋渡しを行う等，その効

果が評価される一方，学校への配置日数，配置人数

が十分でないとの指摘も多く，施策や活用について

検討していく必要がある。

（7）コミュニケーション能力の育成

　コミュニケーション能力の不足が生徒指導上の問

題発生の要因であるばかりでなく，解決の際の課題

にもなっている現状がある。言葉は周囲との人間関

係を形成していくためにも大切なものであり，豊か

な言語環境の整備とコミュニケーション能力の育成

を重視していく必要がある。

■第２研究協議題　中国地区提案
「明日も行きたい」と思える学校をめざして
～“『自分株』を磨き『学校株』を高める”
　　　　　　　　　　　　　　　活動を通して～

島根県出雲市立第二中学校長　伊藤　成二
　「チーム学校」づくりには，職員，生徒，保護者

への教育方針の説明とそれぞれの意識化，そして協

働化が必要であり，その具現化のための校長として

リーダーシップの発揮の視点から実践発表を行っ

た。

（1）キーワードを設定する

　生徒一人一人が「株式会社」の社長であり，株を

上げるには相応の努力と機関が必要であることを意

識づけた。

　また，「３つの汗」（体にかく汗，頭にかく汗，心

にかく汗），成長を促す３Ｃ（Ｃhance，Ｃhallenge，

Ｃhange）を生徒にも伝え意識の共有化を図ってい

る。生徒指導面においては「痒い所に手の届く生徒

指導」を職員に提示し，生徒指導や保護者との関わ

りの“合い言葉”としている。

（2）クレームを学校改善に活かす

　クレームの真意を理解し，敵対ではなく子供をよ

り良く成長させたいとの親と教師の共通の願いを共

通理解し，学校改善につなげることを心がけてい

る。

（3）生徒の力を引き出す

　中庭の手入れをするボランティア活動を通して，

生徒自らが目に見える形で学校の環境整備に関与

する自己有用感の育成を推進したり，「イエロー

カード」を使い言語環境の改善を図り，大きな成果

を上げた。

（4）地域と歩む

　家庭との連携を強めるために校区の幼保小中が

連携し「子育て七箇条」を策定した。地域の主だっ

た20団体，事業所100社の賛同を得ながら地域ぐる

みの活動へと広げ，関係者のみならず多くの大人が

子育てについて振り返り，意識の改善へと発展して

いった。

◆分科会
　８つの分科会に分かれ，それぞれの担当地区から

研究の取組と成果・課題について提案があり，熱心

な研究協議が行われた。

第３分科会：北海道地区
＜よりよく生きようとする意思や
　　　　　　　　　能力を育む道徳教育の充実＞
・ものごとを多面的・多角的に考え，生き方につい
ての考えを深める道徳的な判断力，心情，実践意
欲と態度の育成
　　北海道富良野市立麓郷中学校長　大角　勝之
・他の教育活動・働き方改革との関連を重視した道
徳教育の充実
　北海道稚内市立潮見が丘中学校長　塩﨑　由雄
　富良野市校長会においては，生徒の道徳性の育成

を目指す道徳教育の充実を目的に３年次計画を策定

し，指導体制の工夫・計画の充実，授業実践の充実，

評価の工夫等を同一歩調で行っている。具体的には

①道徳教育推進教師研修会の実施，②授業力向上

に関する各校の実践研修の実施，③小中授業交流を

進めた。成果として，①新学習指導要領の深い理

解，②ＺＥＲＯ運動（生徒の自治的活動を通していじ

めを無くす活動）の一層の推進，③道徳教育の組織

的取組，④教師の授業力の向上が得られた。

　宗谷管内中学校長会においては，どの学校，どの

教室においても一定レベルの道徳科の授業が展開

されること目標として，教科書の活用方法の検証，

授業実践交流，評価についての検討を進めてき

た。具体的には，①道徳教育推進月間の設定と実

施，②教育課程全体

における道徳科の明

確化，③学校課題解

決のための全体計

画・年間指導計画の

策定，④道徳授業ア

ンケートによる授業
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改善を各校の実態に

即した形で進めた。

成果として，①教員

の意識向上と一定レ

ベルの授業の実施，

②道徳教育推進教師

の成長，③道徳科の

指導過程の統一，④生徒の意欲を引き出す評価研

究の推進が得られた。

　尚，大角，塩﨑，両氏の提案の詳細については会

誌「全道中」№89号（令和２年３月１日発行予定）

に掲載される予定である。

　また，他の分科会の研究協議題と概要は次のとお

りである。　　

第１分科会：関東甲信越地区
＜「カリキュラム・マネジメント」の推進＞

　コミュニティ・スクールを基盤とした小中一貫教

育の充実により学力向上を達成した事例，及び，支

援教育の視点から教育活動を充実させたことにより

問題行動が減少した事例が発表された。

第２分科会：中国地区
＜「主体的・対話的で深い学び」の実現＞

　共同的な学習の実施ととそれを支える学習ルー

ルの設定により主体的・対話的で深い学びを実現し

た事例，及び，適切な課題設定と思考ツールの活用

による授業展開により生徒の論理的な思考力を育成

した事例が発表された。

第４分科会：近畿地区
＜健康で安全な生活と豊かなスポーツライフを

実現するための教育の充実＞

　地域連携型の避難訓練や生徒が主体となる交通

安全教室の実施等により教職員，生徒の安全意識

を高めている事例，及び，小中連携で持久走による

取組を進めたことにより体力面に加えて自己肯定感

も向上した事例が発表された。

第５分科会：九州地区
＜社会的・職業的自立に向けた

キャリア教育と進路指導の充実＞

　教育活動全体を通した組織的・計画的な進路指導

の実施により生徒の勤労観や職業観が向上した事

例，及び，地域人財を活用した郷土学習の実施と

キャリア教育の視点から授業改善を行うことで生徒

の基礎的・汎用的能力を育成した事例が発表され

た。

第６分科会：四国地区
＜自他を敬愛し他者と協働しながら自己実現を図る

ための自己指導能力を育成する生徒指導の充実＞

　日々の行動に目標設定をさせ継続的に努力を重ね

させることにより自己実現を支える自己指導能力が向

上した事例，及び，生徒に関する情報共有を徹底化

し，日常生活の課題解決の主体を教師から生徒にシ

フトする「教師の意識改革」への取組について発表

された。

第７分科会：東海北陸地区
＜多様化した学校教育課題に対応できる教員の育成＞

　アンケート結果から教員研修に関する課題を探

索し実務を通したＯＪＴやボトムアップ型の自主研

修を実施している事例，互いの授業を自由に参観で

きる週間の設定や市教委の研修事業の積極的な活

用により年代やニーズに応じた人材育成を行って

いる事例が発表された。

第８分科会：東北地区
＜地域との連携・協働による「チーム学校」の実現＞

　東日本大震災からの復興教育，地域と連携した防

災教育の実施により生徒に他者を思いやる心を育

成した事例，校長会が主体となりミドルリーダー養

成のための各種研修会を組織的・計画的に実施す

ることにより，ミドルリーダーの力量や自己有用感

が向上した事例が発表された。

◆アトラクション　伊勢崎市立第三中学校
　ギター・マンドリン部　合唱団

　ギター・マンドリン部は昭和55年の創部以来，演

奏会のみならず地域への訪問演奏を行ってきた。

合唱団は吹奏楽部員で構成され，吹奏楽の練習と

並行して練習を重ね，各種大会出場に加え福祉施

設での訪問演奏を重ねてきた。それぞれの演奏，合

唱の後，合同演奏「夏の思い出」が披露され，尾

瀬ヶ原湿原の情景が目に浮かぶ素晴らしい演奏に

場内からは盛大な拍手が送られた。

◆全体会　大会宣言決議
◆記念講演
　演題　「自己点検のススメ」　
　講師　作家　横山　秀夫　氏
　群馬県での新聞記者の経験

もある横山氏の講演は，巨大

な組織に所属する公務員等は

組織の力や肩書きが有する影

響力を自分個人の力量と誤解

する恐れがあり，特に経営者たる校長は定期的に

「自己点検」する必要性があることを中心とした参

考になる内容であった。

◆閉会式
 来年度開催となる和歌山県より，その自然，歴史，

産業を背景とする風土の紹介と大会準備の進捗状

況等を含めた挨拶があった。挨拶終了にあわせて，

和歌山県からの参加者一同が会場の参加者に向

かって一礼し，全ての日程を終了した。
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　第70回全日本中学校長会研究協議会群馬大会は

「新たな時代を切り拓き，よりよい社会を創り出し

ていく日本人を育てる中学校教育」を研究大会主題

とし，全国各地から1,800人を超える会員が参加し，

ベイシア文化ホールを主会場に開催された。

　３日間の日程と主な内容について報告する。

【第１日　10月23日（水）】
11：30～13：50　全日中常任理事会

14：00～17：00　全日中理事会

13：30～14：30　全体協議会運営委員会

15：00～17：00　分科会運営委員会

18：00～20：00　歓迎の集いレセプション

【第２日　10月24日（木）】
 9：30～10：20　開会式

10：30～12：20　文部科学省説明　全体協議会

13：45～16：45　分科会

【第３日　10月25日（金）】
 9：15～ 9：40　アトラクション

 9：50～10：10　全体会

10：20～12：35　記念講演　閉会式

　◆文部科学省説明
　　「当面する初等中等教育上の諸課題」
　文部科学省大臣官房審議官初等中等教育局担当

　矢野　和彦　氏
　以下の13点について重点的な説明がなされた。

（1）新しい時代の初等中等教育の在り方について
　知・徳・体を一体で育む「日本型学校教育」が学力

水準を高めた（ＯＥＣＤ・ＰＩＳＡ2015において数学

的リテラシーが加盟国中

１位）が，児童生徒の語

彙力，高校生の学習意欲

の希薄化，いじめの発生

件数が過去最多等，社会

の急激な変化による課題

が顕在化した。これらの状況に対応していくために

はＳociety5.0時代に必要とされる読解力，情報活用

能力，表現力，協働的な学びを通して解を生み出す

力を育成するとともに，先端技術を活用し，学びの変

化に応じた教育を実現できる教師の資質・能力の向

上，環境整備が必要である。

（2）新学習指導要領の円滑な実施に向けて
　令和２年度からの新学習指導要領全面実施に向

けて，「何ができるようになるか」「何を学ぶか」

「どのように学ぶか」を明確とした社会に開かれた

教育課程を編成する必要がある。特に外国語にお

いては令和６年度まで，毎年，児童が学んでくる時

間数や既習内容が変わるため，小中間における授業

参観や教材・指導計画の情報交換が重要である。

（3）学校における働き方改革の推進について
　平成28年度の勤務実態の調査においては，10年

前の結果に比べ，授業準備，成績処理，学級経営，

部活動を理由に勤務時間が増加した。対応策とし

て，勤務時間の把握と管理，部活動ガイドラインの

遵守，スクールカウンセラー・スクールソーシャル

ワーカー等の外部人材の活用が進められており，さ

らに，１年単位の変形労働時間制の導入が検討さ

れているところである。

（4）教育の情報化の推進について
　新学習指導要領においては，情報活用能力が言

語能力と同様に「学習の基盤となる資質・能力」と

位置付けられた。中学校技術科では「計測・制御の

プログラミング」に加え，「ネットワークを利用し

た双方姓のあるコンテンツのプログラミング」を学

ばせることとなった。また，一斉学習，個別学習，

協働学習の各場面においてＩＣＴを活用すること，

遠隔教育の実施によって学習機会の確保と学習の

幅を広げること，そのための環境整備としてＧＩＧ

Ａスクールネットワーク等に財源措置が講じられ

ている。
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（5）デジタル教科書について
　今年度より，教育課程の一部において，通常の

紙の教科書に代えてデジタル教科書を使用するこ

とが可能となった（授業時数の２分の１未満）。こ

れにより教科書の拡大，教科書への書き込み，機械

音声読み上げ，文字色の変更，ルビ振りといった機

能が活用できることとなり，特に特別な配慮を必要

とする生徒にとっては学習上の困難を低減させる

ことが可能となった。

（6）生徒指導上の諸課題への対応について
　自殺等の重大事態に関する調査からは，平成17

年度までのいじめの定義を用いた限定解釈による

認知漏れがあったことが課題として挙げられてい

る。平成29年３月の基本方針改定以後は，けんかや

ふざけ合いであっても見えないところでいじめが発

生している可能性を考え慎重に判断することと

なっている。不登校生徒数は平成29年度において

小中高合計で19万人であり，前年度から１万人増加

している。中学校では生徒31人に１人が不登校とい

う状況である。重点施策として，魅力ある学校づく

り，支援シートを活用した組織的な支援体制の確

立，多様で適切な教育機会の確保，教育相談体制

の充実等を推進する。

（7）特別支援教育の推進について
　平成30年度の調査では，小中学校の特別支援学

校教諭等免許状の保有率は30.8％であり，免許法

認定通信教育等を活用し現状の２倍程度を目標と

して取得を進めることにより，教員の資質の向上を

進める。

（8）人権教育について
　ハンセン病に関する資料等を活用し，偏見や差別

の解消のための適切な教育を実施することについて

の通知が発出されている。また，性同一性障害に係

る児童生徒に対する組織的な支援体制の構築やい

じめの防止，相談を通してのアウティング（暴

露），カミングアウトの強要を防止することに留意

が必要である。

（9）教師の資質・能力の向上について
　近年，民間企業等の採用状況や定年退職者数増

加に伴う採用者数増加等により公立学校教員の採

用倍率は減少傾向にあるため，働き方改革を進める

等の教職の魅力向上が喫緊の課題である。

（10）部活動について
　運動部活動等への参加率は横ばいの傾向である

が，生徒数が減少，運動部設置数は変わらないとい

う状況であり，顧問教員の約５割が担当競技の経験

がない状況である。平成29年度には部活動指導員

が制度化され，また，同年度に運動部活動の在り方

に関する総合的なガイドラインをスポーツ庁が策

定，さらに，平成30年度には文化部活動の在り方に

関する総合的なガイドラインを文化庁が策定した。

（11）学校施設について
　平成30年度第１次補正予算により，令和元年度中

には小中学校の普通教室の９割に空調（冷房）設備

が設置される見込みである（除　北海道，青森，秋

田）。

（12）子供の貧困対策と教育の無償化・負担軽減な
どについて

　幼児期から高等教育段階まで切れ目のない教育

費負担の軽減を目指した取組を進めている。そのう

ち義務教育段階においては，要保護者等に係る支

援として，補助対象費目に卒業アルバム代等を新設

し，修学旅行費，及び，新入学児童生徒学用品費等

の単価引き上げを令和２年度概算要求に組み入れ

た。

（13）公立学校教職員のマイナンバーカード取得に
向けた取組について

　マイナンバーカードの普及と利活用を促進する

ため，公立学校教職員の取得促進事業を行う。具体

的には啓発ポスターの配布，促進月間の設定により

本年度中の一斉取得を目指す。令和３年３月からは

健康保険証としての利用となるなど公共サービスに

おける利活用が拡大される。

◆全体協議会
■第１研究協議題　全日中提案
全日中教育ビジョンに基づく学校からの教育改革

～生徒指導部の調査研究報告書を通して～
全日本中学校長会生徒指導部長　笛木　啓介

　全日中生徒指導部においては，全日中教育ビジョ

ンをもとに５点の推進事項を定めており，今年度は

「健全育成の推進・充実のための研究」及び「当面

する生徒指導上の課題への対応」の２点から「いじ

め問題による自殺根絶に向けて」の提言を行った。

（1）学校・家庭・地域社会の責任分担と連携強化

　生徒の健全育成のためには，学校は社会性，家

庭はしつけ，地域は規範意識をそれぞれが責任を

もって育成することが求められる。

（2）教育委員会への取組要望

　課題を抱える学校への行政支援，並びに家庭の

教育力向上により，教員が十分に力量を発揮できる

条件整備や環境整備を強く要望していくことが重

要である。

（3）道徳教育の推進

　全日中生徒指導部の調査結果からは，思いやりの

気持ちや公徳心が改善傾向にあることが明らかに

なった。全教育活動と「特別の教科　道徳」との関

連を図り，道徳的な判断力と態度を育てることが大

切である。

（4）体験学習の推進

　インターネット等の普及により間接体験，疑似体

験が増加しているが，生徒の成長にとっては体験的

な学習活動，特に社会奉仕体験活動や自然体験活

動を充実させていくことが大切である。

（5）社会の変化に対応した指導

　ＩＣＴ機器利用に関わる生徒指導上の問題が掲

示板等からＳＮＳへと学校や保護者が見つけにくい

状況となっていることから，生徒にルールやモラル

を身に付けさせる情報教育の充実が必要である。

（6）専門家を活用した生徒指導の充実

　ＳＣが不登校未然防止やいじめの早期発見，ＳＳ

Ｗが家庭や地域社会への橋渡しを行う等，その効

果が評価される一方，学校への配置日数，配置人数

が十分でないとの指摘も多く，施策や活用について

検討していく必要がある。

（7）コミュニケーション能力の育成

　コミュニケーション能力の不足が生徒指導上の問

題発生の要因であるばかりでなく，解決の際の課題

にもなっている現状がある。言葉は周囲との人間関

係を形成していくためにも大切なものであり，豊か

な言語環境の整備とコミュニケーション能力の育成

を重視していく必要がある。

■第２研究協議題　中国地区提案
「明日も行きたい」と思える学校をめざして
～“『自分株』を磨き『学校株』を高める”
　　　　　　　　　　　　　　　活動を通して～

島根県出雲市立第二中学校長　伊藤　成二
　「チーム学校」づくりには，職員，生徒，保護者

への教育方針の説明とそれぞれの意識化，そして協

働化が必要であり，その具現化のための校長として

リーダーシップの発揮の視点から実践発表を行っ

た。

（1）キーワードを設定する

　生徒一人一人が「株式会社」の社長であり，株を

上げるには相応の努力と機関が必要であることを意

識づけた。

　また，「３つの汗」（体にかく汗，頭にかく汗，心

にかく汗），成長を促す３Ｃ（Ｃhance，Ｃhallenge，

Ｃhange）を生徒にも伝え意識の共有化を図ってい

る。生徒指導面においては「痒い所に手の届く生徒

指導」を職員に提示し，生徒指導や保護者との関わ

りの“合い言葉”としている。

（2）クレームを学校改善に活かす

　クレームの真意を理解し，敵対ではなく子供をよ

り良く成長させたいとの親と教師の共通の願いを共

通理解し，学校改善につなげることを心がけてい

る。

（3）生徒の力を引き出す

　中庭の手入れをするボランティア活動を通して，

生徒自らが目に見える形で学校の環境整備に関与

する自己有用感の育成を推進したり，「イエロー

カード」を使い言語環境の改善を図り，大きな成果

を上げた。

（4）地域と歩む

　家庭との連携を強めるために校区の幼保小中が

連携し「子育て七箇条」を策定した。地域の主だっ

た20団体，事業所100社の賛同を得ながら地域ぐる

みの活動へと広げ，関係者のみならず多くの大人が

子育てについて振り返り，意識の改善へと発展して

いった。

◆分科会
　８つの分科会に分かれ，それぞれの担当地区から

研究の取組と成果・課題について提案があり，熱心

な研究協議が行われた。

第３分科会：北海道地区
＜よりよく生きようとする意思や
　　　　　　　　　能力を育む道徳教育の充実＞
・ものごとを多面的・多角的に考え，生き方につい
ての考えを深める道徳的な判断力，心情，実践意
欲と態度の育成
　　北海道富良野市立麓郷中学校長　大角　勝之
・他の教育活動・働き方改革との関連を重視した道
徳教育の充実
　北海道稚内市立潮見が丘中学校長　塩﨑　由雄
　富良野市校長会においては，生徒の道徳性の育成

を目指す道徳教育の充実を目的に３年次計画を策定

し，指導体制の工夫・計画の充実，授業実践の充実，

評価の工夫等を同一歩調で行っている。具体的には

①道徳教育推進教師研修会の実施，②授業力向上

に関する各校の実践研修の実施，③小中授業交流を

進めた。成果として，①新学習指導要領の深い理

解，②ＺＥＲＯ運動（生徒の自治的活動を通していじ

めを無くす活動）の一層の推進，③道徳教育の組織

的取組，④教師の授業力の向上が得られた。

　宗谷管内中学校長会においては，どの学校，どの

教室においても一定レベルの道徳科の授業が展開

されること目標として，教科書の活用方法の検証，

授業実践交流，評価についての検討を進めてき

た。具体的には，①道徳教育推進月間の設定と実

施，②教育課程全体

における道徳科の明

確化，③学校課題解

決のための全体計

画・年間指導計画の

策定，④道徳授業ア

ンケートによる授業

改善を各校の実態に

即した形で進めた。

成果として，①教員

の意識向上と一定レ

ベルの授業の実施，

②道徳教育推進教師

の成長，③道徳科の

指導過程の統一，④生徒の意欲を引き出す評価研

究の推進が得られた。

　尚，大角，塩﨑，両氏の提案の詳細については会

誌「全道中」№89号（令和２年３月１日発行予定）

に掲載される予定である。

　また，他の分科会の研究協議題と概要は次のとお

りである。　　

第１分科会：関東甲信越地区
＜「カリキュラム・マネジメント」の推進＞

　コミュニティ・スクールを基盤とした小中一貫教

育の充実により学力向上を達成した事例，及び，支

援教育の視点から教育活動を充実させたことにより

問題行動が減少した事例が発表された。

第２分科会：中国地区
＜「主体的・対話的で深い学び」の実現＞

　共同的な学習の実施ととそれを支える学習ルー

ルの設定により主体的・対話的で深い学びを実現し

た事例，及び，適切な課題設定と思考ツールの活用

による授業展開により生徒の論理的な思考力を育成

した事例が発表された。

第４分科会：近畿地区
＜健康で安全な生活と豊かなスポーツライフを

実現するための教育の充実＞

　地域連携型の避難訓練や生徒が主体となる交通

安全教室の実施等により教職員，生徒の安全意識

を高めている事例，及び，小中連携で持久走による

取組を進めたことにより体力面に加えて自己肯定感

も向上した事例が発表された。

第５分科会：九州地区
＜社会的・職業的自立に向けた

キャリア教育と進路指導の充実＞

　教育活動全体を通した組織的・計画的な進路指導

の実施により生徒の勤労観や職業観が向上した事

例，及び，地域人財を活用した郷土学習の実施と

キャリア教育の視点から授業改善を行うことで生徒

の基礎的・汎用的能力を育成した事例が発表され

た。

第６分科会：四国地区
＜自他を敬愛し他者と協働しながら自己実現を図る

ための自己指導能力を育成する生徒指導の充実＞

　日々の行動に目標設定をさせ継続的に努力を重ね

させることにより自己実現を支える自己指導能力が向
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上した事例，及び，生徒に関する情報共有を徹底化

し，日常生活の課題解決の主体を教師から生徒にシ

フトする「教師の意識改革」への取組について発表

された。

第７分科会：東海北陸地区
＜多様化した学校教育課題に対応できる教員の育成＞

　アンケート結果から教員研修に関する課題を探

索し実務を通したＯＪＴやボトムアップ型の自主研

修を実施している事例，互いの授業を自由に参観で

きる週間の設定や市教委の研修事業の積極的な活

用により年代やニーズに応じた人材育成を行って

いる事例が発表された。

第８分科会：東北地区
＜地域との連携・協働による「チーム学校」の実現＞

　東日本大震災からの復興教育，地域と連携した防

災教育の実施により生徒に他者を思いやる心を育

成した事例，校長会が主体となりミドルリーダー養

成のための各種研修会を組織的・計画的に実施す

ることにより，ミドルリーダーの力量や自己有用感

が向上した事例が発表された。

◆アトラクション　伊勢崎市立第三中学校
　ギター・マンドリン部　合唱団

　ギター・マンドリン部は昭和55年の創部以来，演

奏会のみならず地域への訪問演奏を行ってきた。

合唱団は吹奏楽部員で構成され，吹奏楽の練習と

並行して練習を重ね，各種大会出場に加え福祉施

設での訪問演奏を重ねてきた。それぞれの演奏，合

唱の後，合同演奏「夏の思い出」が披露され，尾

瀬ヶ原湿原の情景が目に浮かぶ素晴らしい演奏に

場内からは盛大な拍手が送られた。

◆全体会　大会宣言決議
◆記念講演
　演題　「自己点検のススメ」　
　講師　作家　横山　秀夫　氏
　群馬県での新聞記者の経験

もある横山氏の講演は，巨大

な組織に所属する公務員等は

組織の力や肩書きが有する影

響力を自分個人の力量と誤解

する恐れがあり，特に経営者たる校長は定期的に

「自己点検」する必要性があることを中心とした参

考になる内容であった。

◆閉会式
 来年度開催となる和歌山県より，その自然，歴史，

産業を背景とする風土の紹介と大会準備の進捗状

況等を含めた挨拶があった。挨拶終了にあわせて，

和歌山県からの参加者一同が会場の参加者に向

かって一礼し，全ての日程を終了した。

第369号 （5）令和２年１月31日　発行

　第70回全日本中学校長会研究協議会群馬大会は

「新たな時代を切り拓き，よりよい社会を創り出し

ていく日本人を育てる中学校教育」を研究大会主題

とし，全国各地から1,800人を超える会員が参加し，

ベイシア文化ホールを主会場に開催された。

　３日間の日程と主な内容について報告する。

【第１日　10月23日（水）】
11：30～13：50　全日中常任理事会

14：00～17：00　全日中理事会

13：30～14：30　全体協議会運営委員会

15：00～17：00　分科会運営委員会

18：00～20：00　歓迎の集いレセプション

【第２日　10月24日（木）】
 9：30～10：20　開会式

10：30～12：20　文部科学省説明　全体協議会

13：45～16：45　分科会

【第３日　10月25日（金）】
 9：15～ 9：40　アトラクション

 9：50～10：10　全体会

10：20～12：35　記念講演　閉会式

　◆文部科学省説明
　　「当面する初等中等教育上の諸課題」
　文部科学省大臣官房審議官初等中等教育局担当

　矢野　和彦　氏
　以下の13点について重点的な説明がなされた。

（1）新しい時代の初等中等教育の在り方について
　知・徳・体を一体で育む「日本型学校教育」が学力

水準を高めた（ＯＥＣＤ・ＰＩＳＡ2015において数学

的リテラシーが加盟国中

１位）が，児童生徒の語

彙力，高校生の学習意欲

の希薄化，いじめの発生

件数が過去最多等，社会

の急激な変化による課題

が顕在化した。これらの状況に対応していくために

はＳociety5.0時代に必要とされる読解力，情報活用

能力，表現力，協働的な学びを通して解を生み出す

力を育成するとともに，先端技術を活用し，学びの変

化に応じた教育を実現できる教師の資質・能力の向

上，環境整備が必要である。

（2）新学習指導要領の円滑な実施に向けて
　令和２年度からの新学習指導要領全面実施に向

けて，「何ができるようになるか」「何を学ぶか」

「どのように学ぶか」を明確とした社会に開かれた

教育課程を編成する必要がある。特に外国語にお

いては令和６年度まで，毎年，児童が学んでくる時

間数や既習内容が変わるため，小中間における授業

参観や教材・指導計画の情報交換が重要である。

（3）学校における働き方改革の推進について
　平成28年度の勤務実態の調査においては，10年

前の結果に比べ，授業準備，成績処理，学級経営，

部活動を理由に勤務時間が増加した。対応策とし

て，勤務時間の把握と管理，部活動ガイドラインの

遵守，スクールカウンセラー・スクールソーシャル

ワーカー等の外部人材の活用が進められており，さ

らに，１年単位の変形労働時間制の導入が検討さ

れているところである。

（4）教育の情報化の推進について
　新学習指導要領においては，情報活用能力が言

語能力と同様に「学習の基盤となる資質・能力」と

位置付けられた。中学校技術科では「計測・制御の

プログラミング」に加え，「ネットワークを利用し

た双方姓のあるコンテンツのプログラミング」を学

ばせることとなった。また，一斉学習，個別学習，

協働学習の各場面においてＩＣＴを活用すること，

遠隔教育の実施によって学習機会の確保と学習の

幅を広げること，そのための環境整備としてＧＩＧ

Ａスクールネットワーク等に財源措置が講じられ

ている。

（5）デジタル教科書について
　今年度より，教育課程の一部において，通常の

紙の教科書に代えてデジタル教科書を使用するこ

とが可能となった（授業時数の２分の１未満）。こ

れにより教科書の拡大，教科書への書き込み，機械

音声読み上げ，文字色の変更，ルビ振りといった機

能が活用できることとなり，特に特別な配慮を必要

とする生徒にとっては学習上の困難を低減させる

ことが可能となった。

（6）生徒指導上の諸課題への対応について
　自殺等の重大事態に関する調査からは，平成17

年度までのいじめの定義を用いた限定解釈による

認知漏れがあったことが課題として挙げられてい

る。平成29年３月の基本方針改定以後は，けんかや

ふざけ合いであっても見えないところでいじめが発

生している可能性を考え慎重に判断することと

なっている。不登校生徒数は平成29年度において

小中高合計で19万人であり，前年度から１万人増加

している。中学校では生徒31人に１人が不登校とい

う状況である。重点施策として，魅力ある学校づく

り，支援シートを活用した組織的な支援体制の確

立，多様で適切な教育機会の確保，教育相談体制

の充実等を推進する。

（7）特別支援教育の推進について
　平成30年度の調査では，小中学校の特別支援学

校教諭等免許状の保有率は30.8％であり，免許法

認定通信教育等を活用し現状の２倍程度を目標と

して取得を進めることにより，教員の資質の向上を

進める。

（8）人権教育について
　ハンセン病に関する資料等を活用し，偏見や差別

の解消のための適切な教育を実施することについて

の通知が発出されている。また，性同一性障害に係

る児童生徒に対する組織的な支援体制の構築やい

じめの防止，相談を通してのアウティング（暴

露），カミングアウトの強要を防止することに留意

が必要である。

（9）教師の資質・能力の向上について
　近年，民間企業等の採用状況や定年退職者数増

加に伴う採用者数増加等により公立学校教員の採

用倍率は減少傾向にあるため，働き方改革を進める

等の教職の魅力向上が喫緊の課題である。

（10）部活動について
　運動部活動等への参加率は横ばいの傾向である

が，生徒数が減少，運動部設置数は変わらないとい

う状況であり，顧問教員の約５割が担当競技の経験

がない状況である。平成29年度には部活動指導員

が制度化され，また，同年度に運動部活動の在り方

に関する総合的なガイドラインをスポーツ庁が策

定，さらに，平成30年度には文化部活動の在り方に

関する総合的なガイドラインを文化庁が策定した。

（11）学校施設について
　平成30年度第１次補正予算により，令和元年度中

には小中学校の普通教室の９割に空調（冷房）設備

が設置される見込みである（除　北海道，青森，秋

田）。

（12）子供の貧困対策と教育の無償化・負担軽減な
どについて

　幼児期から高等教育段階まで切れ目のない教育

費負担の軽減を目指した取組を進めている。そのう

ち義務教育段階においては，要保護者等に係る支

援として，補助対象費目に卒業アルバム代等を新設

し，修学旅行費，及び，新入学児童生徒学用品費等

の単価引き上げを令和２年度概算要求に組み入れ

た。

（13）公立学校教職員のマイナンバーカード取得に
向けた取組について

　マイナンバーカードの普及と利活用を促進する

ため，公立学校教職員の取得促進事業を行う。具体

的には啓発ポスターの配布，促進月間の設定により

本年度中の一斉取得を目指す。令和３年３月からは

健康保険証としての利用となるなど公共サービスに

おける利活用が拡大される。

◆全体協議会
■第１研究協議題　全日中提案
全日中教育ビジョンに基づく学校からの教育改革

～生徒指導部の調査研究報告書を通して～
全日本中学校長会生徒指導部長　笛木　啓介

　全日中生徒指導部においては，全日中教育ビジョ

ンをもとに５点の推進事項を定めており，今年度は

「健全育成の推進・充実のための研究」及び「当面

する生徒指導上の課題への対応」の２点から「いじ

め問題による自殺根絶に向けて」の提言を行った。

（1）学校・家庭・地域社会の責任分担と連携強化

　生徒の健全育成のためには，学校は社会性，家

庭はしつけ，地域は規範意識をそれぞれが責任を

もって育成することが求められる。

（2）教育委員会への取組要望

　課題を抱える学校への行政支援，並びに家庭の

教育力向上により，教員が十分に力量を発揮できる

条件整備や環境整備を強く要望していくことが重

要である。

（3）道徳教育の推進

　全日中生徒指導部の調査結果からは，思いやりの

気持ちや公徳心が改善傾向にあることが明らかに

なった。全教育活動と「特別の教科　道徳」との関

連を図り，道徳的な判断力と態度を育てることが大

切である。

（4）体験学習の推進

　インターネット等の普及により間接体験，疑似体

験が増加しているが，生徒の成長にとっては体験的

な学習活動，特に社会奉仕体験活動や自然体験活

動を充実させていくことが大切である。

（5）社会の変化に対応した指導

　ＩＣＴ機器利用に関わる生徒指導上の問題が掲

示板等からＳＮＳへと学校や保護者が見つけにくい

状況となっていることから，生徒にルールやモラル

を身に付けさせる情報教育の充実が必要である。

（6）専門家を活用した生徒指導の充実

　ＳＣが不登校未然防止やいじめの早期発見，ＳＳ

Ｗが家庭や地域社会への橋渡しを行う等，その効

果が評価される一方，学校への配置日数，配置人数

が十分でないとの指摘も多く，施策や活用について

検討していく必要がある。

（7）コミュニケーション能力の育成

　コミュニケーション能力の不足が生徒指導上の問

題発生の要因であるばかりでなく，解決の際の課題

にもなっている現状がある。言葉は周囲との人間関

係を形成していくためにも大切なものであり，豊か

な言語環境の整備とコミュニケーション能力の育成

を重視していく必要がある。

■第２研究協議題　中国地区提案
「明日も行きたい」と思える学校をめざして
～“『自分株』を磨き『学校株』を高める”
　　　　　　　　　　　　　　　活動を通して～

島根県出雲市立第二中学校長　伊藤　成二
　「チーム学校」づくりには，職員，生徒，保護者

への教育方針の説明とそれぞれの意識化，そして協

働化が必要であり，その具現化のための校長として

リーダーシップの発揮の視点から実践発表を行っ

た。

（1）キーワードを設定する

　生徒一人一人が「株式会社」の社長であり，株を

上げるには相応の努力と機関が必要であることを意

識づけた。

　また，「３つの汗」（体にかく汗，頭にかく汗，心

にかく汗），成長を促す３Ｃ（Ｃhance，Ｃhallenge，

Ｃhange）を生徒にも伝え意識の共有化を図ってい

る。生徒指導面においては「痒い所に手の届く生徒

指導」を職員に提示し，生徒指導や保護者との関わ

りの“合い言葉”としている。

（2）クレームを学校改善に活かす

　クレームの真意を理解し，敵対ではなく子供をよ

り良く成長させたいとの親と教師の共通の願いを共

通理解し，学校改善につなげることを心がけてい

る。

（3）生徒の力を引き出す

　中庭の手入れをするボランティア活動を通して，

生徒自らが目に見える形で学校の環境整備に関与

する自己有用感の育成を推進したり，「イエロー

カード」を使い言語環境の改善を図り，大きな成果

を上げた。

（4）地域と歩む

　家庭との連携を強めるために校区の幼保小中が

連携し「子育て七箇条」を策定した。地域の主だっ

た20団体，事業所100社の賛同を得ながら地域ぐる

みの活動へと広げ，関係者のみならず多くの大人が

子育てについて振り返り，意識の改善へと発展して

いった。

◆分科会
　８つの分科会に分かれ，それぞれの担当地区から

研究の取組と成果・課題について提案があり，熱心

な研究協議が行われた。

第３分科会：北海道地区
＜よりよく生きようとする意思や
　　　　　　　　　能力を育む道徳教育の充実＞
・ものごとを多面的・多角的に考え，生き方につい
ての考えを深める道徳的な判断力，心情，実践意
欲と態度の育成
　　北海道富良野市立麓郷中学校長　大角　勝之
・他の教育活動・働き方改革との関連を重視した道
徳教育の充実
　北海道稚内市立潮見が丘中学校長　塩﨑　由雄
　富良野市校長会においては，生徒の道徳性の育成

を目指す道徳教育の充実を目的に３年次計画を策定

し，指導体制の工夫・計画の充実，授業実践の充実，

評価の工夫等を同一歩調で行っている。具体的には

①道徳教育推進教師研修会の実施，②授業力向上

に関する各校の実践研修の実施，③小中授業交流を

進めた。成果として，①新学習指導要領の深い理

解，②ＺＥＲＯ運動（生徒の自治的活動を通していじ

めを無くす活動）の一層の推進，③道徳教育の組織

的取組，④教師の授業力の向上が得られた。

　宗谷管内中学校長会においては，どの学校，どの

教室においても一定レベルの道徳科の授業が展開

されること目標として，教科書の活用方法の検証，

授業実践交流，評価についての検討を進めてき

た。具体的には，①道徳教育推進月間の設定と実

施，②教育課程全体

における道徳科の明

確化，③学校課題解

決のための全体計

画・年間指導計画の

策定，④道徳授業ア

ンケートによる授業

改善を各校の実態に

即した形で進めた。

成果として，①教員

の意識向上と一定レ

ベルの授業の実施，

②道徳教育推進教師

の成長，③道徳科の

指導過程の統一，④生徒の意欲を引き出す評価研

究の推進が得られた。

　尚，大角，塩﨑，両氏の提案の詳細については会

誌「全道中」№89号（令和２年３月１日発行予定）

に掲載される予定である。

　また，他の分科会の研究協議題と概要は次のとお

りである。　　

第１分科会：関東甲信越地区
＜「カリキュラム・マネジメント」の推進＞

　コミュニティ・スクールを基盤とした小中一貫教

育の充実により学力向上を達成した事例，及び，支

援教育の視点から教育活動を充実させたことにより

問題行動が減少した事例が発表された。

第２分科会：中国地区
＜「主体的・対話的で深い学び」の実現＞

　共同的な学習の実施ととそれを支える学習ルー

ルの設定により主体的・対話的で深い学びを実現し

た事例，及び，適切な課題設定と思考ツールの活用

による授業展開により生徒の論理的な思考力を育成

した事例が発表された。

第４分科会：近畿地区
＜健康で安全な生活と豊かなスポーツライフを

実現するための教育の充実＞

　地域連携型の避難訓練や生徒が主体となる交通

安全教室の実施等により教職員，生徒の安全意識

を高めている事例，及び，小中連携で持久走による

取組を進めたことにより体力面に加えて自己肯定感

も向上した事例が発表された。

第５分科会：九州地区
＜社会的・職業的自立に向けた

キャリア教育と進路指導の充実＞

　教育活動全体を通した組織的・計画的な進路指導

の実施により生徒の勤労観や職業観が向上した事

例，及び，地域人財を活用した郷土学習の実施と

キャリア教育の視点から授業改善を行うことで生徒

の基礎的・汎用的能力を育成した事例が発表され

た。

第６分科会：四国地区
＜自他を敬愛し他者と協働しながら自己実現を図る

ための自己指導能力を育成する生徒指導の充実＞

　日々の行動に目標設定をさせ継続的に努力を重ね

させることにより自己実現を支える自己指導能力が向

上した事例，及び，生徒に関する情報共有を徹底化

し，日常生活の課題解決の主体を教師から生徒にシ

フトする「教師の意識改革」への取組について発表

された。

第７分科会：東海北陸地区
＜多様化した学校教育課題に対応できる教員の育成＞

　アンケート結果から教員研修に関する課題を探

索し実務を通したＯＪＴやボトムアップ型の自主研

修を実施している事例，互いの授業を自由に参観で

きる週間の設定や市教委の研修事業の積極的な活

用により年代やニーズに応じた人材育成を行って

いる事例が発表された。

第８分科会：東北地区
＜地域との連携・協働による「チーム学校」の実現＞

　東日本大震災からの復興教育，地域と連携した防

災教育の実施により生徒に他者を思いやる心を育

成した事例，校長会が主体となりミドルリーダー養

成のための各種研修会を組織的・計画的に実施す

ることにより，ミドルリーダーの力量や自己有用感

が向上した事例が発表された。

◆アトラクション　伊勢崎市立第三中学校
　ギター・マンドリン部　合唱団

　ギター・マンドリン部は昭和55年の創部以来，演

奏会のみならず地域への訪問演奏を行ってきた。

合唱団は吹奏楽部員で構成され，吹奏楽の練習と

並行して練習を重ね，各種大会出場に加え福祉施

設での訪問演奏を重ねてきた。それぞれの演奏，合

唱の後，合同演奏「夏の思い出」が披露され，尾

瀬ヶ原湿原の情景が目に浮かぶ素晴らしい演奏に

場内からは盛大な拍手が送られた。

◆全体会　大会宣言決議
◆記念講演
　演題　「自己点検のススメ」　
　講師　作家　横山　秀夫　氏
　群馬県での新聞記者の経験

もある横山氏の講演は，巨大

な組織に所属する公務員等は

組織の力や肩書きが有する影

響力を自分個人の力量と誤解

する恐れがあり，特に経営者たる校長は定期的に

「自己点検」する必要性があることを中心とした参

考になる内容であった。

◆閉会式
 来年度開催となる和歌山県より，その自然，歴史，

産業を背景とする風土の紹介と大会準備の進捗状

況等を含めた挨拶があった。挨拶終了にあわせて，

和歌山県からの参加者一同が会場の参加者に向

かって一礼し，全ての日程を終了した。

　第70回全日本中学校長会研究協議会群馬大会は

「新たな時代を切り拓き，よりよい社会を創り出し

ていく日本人を育てる中学校教育」を研究大会主題

とし，全国各地から1,800人を超える会員が参加し，

ベイシア文化ホールを主会場に開催された。

　３日間の日程と主な内容について報告する。

【第１日　10月23日（水）】
11：30～13：50　全日中常任理事会

14：00～17：00　全日中理事会

13：30～14：30　全体協議会運営委員会

15：00～17：00　分科会運営委員会

18：00～20：00　歓迎の集いレセプション

【第２日　10月24日（木）】
 9：30～10：20　開会式

10：30～12：20　文部科学省説明　全体協議会

13：45～16：45　分科会

【第３日　10月25日（金）】
 9：15～ 9：40　アトラクション

 9：50～10：10　全体会

10：20～12：35　記念講演　閉会式

　◆文部科学省説明
　　「当面する初等中等教育上の諸課題」
　文部科学省大臣官房審議官初等中等教育局担当

　矢野　和彦　氏
　以下の13点について重点的な説明がなされた。

（1）新しい時代の初等中等教育の在り方について
　知・徳・体を一体で育む「日本型学校教育」が学力

水準を高めた（ＯＥＣＤ・ＰＩＳＡ2015において数学

的リテラシーが加盟国中

１位）が，児童生徒の語

彙力，高校生の学習意欲

の希薄化，いじめの発生

件数が過去最多等，社会

の急激な変化による課題

が顕在化した。これらの状況に対応していくために

はＳociety5.0時代に必要とされる読解力，情報活用

能力，表現力，協働的な学びを通して解を生み出す

力を育成するとともに，先端技術を活用し，学びの変

化に応じた教育を実現できる教師の資質・能力の向

上，環境整備が必要である。

（2）新学習指導要領の円滑な実施に向けて
　令和２年度からの新学習指導要領全面実施に向

けて，「何ができるようになるか」「何を学ぶか」

「どのように学ぶか」を明確とした社会に開かれた

教育課程を編成する必要がある。特に外国語にお

いては令和６年度まで，毎年，児童が学んでくる時

間数や既習内容が変わるため，小中間における授業

参観や教材・指導計画の情報交換が重要である。

（3）学校における働き方改革の推進について
　平成28年度の勤務実態の調査においては，10年

前の結果に比べ，授業準備，成績処理，学級経営，

部活動を理由に勤務時間が増加した。対応策とし

て，勤務時間の把握と管理，部活動ガイドラインの

遵守，スクールカウンセラー・スクールソーシャル

ワーカー等の外部人材の活用が進められており，さ

らに，１年単位の変形労働時間制の導入が検討さ

れているところである。

（4）教育の情報化の推進について
　新学習指導要領においては，情報活用能力が言

語能力と同様に「学習の基盤となる資質・能力」と

位置付けられた。中学校技術科では「計測・制御の

プログラミング」に加え，「ネットワークを利用し

た双方姓のあるコンテンツのプログラミング」を学

ばせることとなった。また，一斉学習，個別学習，

協働学習の各場面においてＩＣＴを活用すること，

遠隔教育の実施によって学習機会の確保と学習の

幅を広げること，そのための環境整備としてＧＩＧ

Ａスクールネットワーク等に財源措置が講じられ

ている。

（5）デジタル教科書について
　今年度より，教育課程の一部において，通常の

紙の教科書に代えてデジタル教科書を使用するこ

とが可能となった（授業時数の２分の１未満）。こ

れにより教科書の拡大，教科書への書き込み，機械

音声読み上げ，文字色の変更，ルビ振りといった機

能が活用できることとなり，特に特別な配慮を必要

とする生徒にとっては学習上の困難を低減させる

ことが可能となった。

（6）生徒指導上の諸課題への対応について
　自殺等の重大事態に関する調査からは，平成17

年度までのいじめの定義を用いた限定解釈による

認知漏れがあったことが課題として挙げられてい

る。平成29年３月の基本方針改定以後は，けんかや

ふざけ合いであっても見えないところでいじめが発

生している可能性を考え慎重に判断することと

なっている。不登校生徒数は平成29年度において

小中高合計で19万人であり，前年度から１万人増加

している。中学校では生徒31人に１人が不登校とい

う状況である。重点施策として，魅力ある学校づく

り，支援シートを活用した組織的な支援体制の確

立，多様で適切な教育機会の確保，教育相談体制

の充実等を推進する。

（7）特別支援教育の推進について
　平成30年度の調査では，小中学校の特別支援学

校教諭等免許状の保有率は30.8％であり，免許法

認定通信教育等を活用し現状の２倍程度を目標と

して取得を進めることにより，教員の資質の向上を

進める。

（8）人権教育について
　ハンセン病に関する資料等を活用し，偏見や差別

の解消のための適切な教育を実施することについて

の通知が発出されている。また，性同一性障害に係

る児童生徒に対する組織的な支援体制の構築やい

じめの防止，相談を通してのアウティング（暴

露），カミングアウトの強要を防止することに留意

が必要である。

（9）教師の資質・能力の向上について
　近年，民間企業等の採用状況や定年退職者数増

加に伴う採用者数増加等により公立学校教員の採

用倍率は減少傾向にあるため，働き方改革を進める

等の教職の魅力向上が喫緊の課題である。

（10）部活動について
　運動部活動等への参加率は横ばいの傾向である

が，生徒数が減少，運動部設置数は変わらないとい

う状況であり，顧問教員の約５割が担当競技の経験

がない状況である。平成29年度には部活動指導員

が制度化され，また，同年度に運動部活動の在り方

に関する総合的なガイドラインをスポーツ庁が策

定，さらに，平成30年度には文化部活動の在り方に

関する総合的なガイドラインを文化庁が策定した。

（11）学校施設について
　平成30年度第１次補正予算により，令和元年度中

には小中学校の普通教室の９割に空調（冷房）設備

が設置される見込みである（除　北海道，青森，秋

田）。

（12）子供の貧困対策と教育の無償化・負担軽減な
どについて

　幼児期から高等教育段階まで切れ目のない教育

費負担の軽減を目指した取組を進めている。そのう

ち義務教育段階においては，要保護者等に係る支

援として，補助対象費目に卒業アルバム代等を新設

し，修学旅行費，及び，新入学児童生徒学用品費等

の単価引き上げを令和２年度概算要求に組み入れ

た。

（13）公立学校教職員のマイナンバーカード取得に
向けた取組について

　マイナンバーカードの普及と利活用を促進する

ため，公立学校教職員の取得促進事業を行う。具体

的には啓発ポスターの配布，促進月間の設定により

本年度中の一斉取得を目指す。令和３年３月からは

健康保険証としての利用となるなど公共サービスに

おける利活用が拡大される。

◆全体協議会
■第１研究協議題　全日中提案
全日中教育ビジョンに基づく学校からの教育改革

～生徒指導部の調査研究報告書を通して～
全日本中学校長会生徒指導部長　笛木　啓介

　全日中生徒指導部においては，全日中教育ビジョ

ンをもとに５点の推進事項を定めており，今年度は

「健全育成の推進・充実のための研究」及び「当面

する生徒指導上の課題への対応」の２点から「いじ

め問題による自殺根絶に向けて」の提言を行った。

（1）学校・家庭・地域社会の責任分担と連携強化

　生徒の健全育成のためには，学校は社会性，家

庭はしつけ，地域は規範意識をそれぞれが責任を

もって育成することが求められる。

（2）教育委員会への取組要望

　課題を抱える学校への行政支援，並びに家庭の

教育力向上により，教員が十分に力量を発揮できる

条件整備や環境整備を強く要望していくことが重

要である。

（3）道徳教育の推進

　全日中生徒指導部の調査結果からは，思いやりの

気持ちや公徳心が改善傾向にあることが明らかに

なった。全教育活動と「特別の教科　道徳」との関

連を図り，道徳的な判断力と態度を育てることが大

切である。
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（4）体験学習の推進

　インターネット等の普及により間接体験，疑似体

験が増加しているが，生徒の成長にとっては体験的

な学習活動，特に社会奉仕体験活動や自然体験活

動を充実させていくことが大切である。

（5）社会の変化に対応した指導

　ＩＣＴ機器利用に関わる生徒指導上の問題が掲

示板等からＳＮＳへと学校や保護者が見つけにくい

状況となっていることから，生徒にルールやモラル

を身に付けさせる情報教育の充実が必要である。

（6）専門家を活用した生徒指導の充実

　ＳＣが不登校未然防止やいじめの早期発見，ＳＳ

Ｗが家庭や地域社会への橋渡しを行う等，その効

果が評価される一方，学校への配置日数，配置人数

が十分でないとの指摘も多く，施策や活用について

検討していく必要がある。

（7）コミュニケーション能力の育成

　コミュニケーション能力の不足が生徒指導上の問

題発生の要因であるばかりでなく，解決の際の課題

にもなっている現状がある。言葉は周囲との人間関

係を形成していくためにも大切なものであり，豊か

な言語環境の整備とコミュニケーション能力の育成

を重視していく必要がある。

■第２研究協議題　中国地区提案
「明日も行きたい」と思える学校をめざして
～“『自分株』を磨き『学校株』を高める”
　　　　　　　　　　　　　　　活動を通して～

島根県出雲市立第二中学校長　伊藤　成二
　「チーム学校」づくりには，職員，生徒，保護者

への教育方針の説明とそれぞれの意識化，そして協

働化が必要であり，その具現化のための校長として

リーダーシップの発揮の視点から実践発表を行っ

た。

（1）キーワードを設定する

　生徒一人一人が「株式会社」の社長であり，株を

上げるには相応の努力と機関が必要であることを意

識づけた。

　また，「３つの汗」（体にかく汗，頭にかく汗，心

にかく汗），成長を促す３Ｃ（Ｃhance，Ｃhallenge，

Ｃhange）を生徒にも伝え意識の共有化を図ってい

る。生徒指導面においては「痒い所に手の届く生徒

指導」を職員に提示し，生徒指導や保護者との関わ

りの“合い言葉”としている。

（2）クレームを学校改善に活かす

　クレームの真意を理解し，敵対ではなく子供をよ

り良く成長させたいとの親と教師の共通の願いを共

通理解し，学校改善につなげることを心がけてい

る。

（3）生徒の力を引き出す

　中庭の手入れをするボランティア活動を通して，

生徒自らが目に見える形で学校の環境整備に関与

する自己有用感の育成を推進したり，「イエロー

カード」を使い言語環境の改善を図り，大きな成果

を上げた。

（4）地域と歩む

　家庭との連携を強めるために校区の幼保小中が

連携し「子育て七箇条」を策定した。地域の主だっ

た20団体，事業所100社の賛同を得ながら地域ぐる

みの活動へと広げ，関係者のみならず多くの大人が

子育てについて振り返り，意識の改善へと発展して

いった。

◆分科会
　８つの分科会に分かれ，それぞれの担当地区から

研究の取組と成果・課題について提案があり，熱心

な研究協議が行われた。

第３分科会：北海道地区
＜よりよく生きようとする意思や
　　　　　　　　　能力を育む道徳教育の充実＞
・ものごとを多面的・多角的に考え，生き方につい
ての考えを深める道徳的な判断力，心情，実践意
欲と態度の育成
　　北海道富良野市立麓郷中学校長　大角　勝之
・他の教育活動・働き方改革との関連を重視した道
徳教育の充実
　北海道稚内市立潮見が丘中学校長　塩﨑　由雄
　富良野市校長会においては，生徒の道徳性の育成

を目指す道徳教育の充実を目的に３年次計画を策定

し，指導体制の工夫・計画の充実，授業実践の充実，

評価の工夫等を同一歩調で行っている。具体的には

①道徳教育推進教師研修会の実施，②授業力向上

に関する各校の実践研修の実施，③小中授業交流を

進めた。成果として，①新学習指導要領の深い理

解，②ＺＥＲＯ運動（生徒の自治的活動を通していじ

めを無くす活動）の一層の推進，③道徳教育の組織

的取組，④教師の授業力の向上が得られた。

　宗谷管内中学校長会においては，どの学校，どの

教室においても一定レベルの道徳科の授業が展開

されること目標として，教科書の活用方法の検証，

授業実践交流，評価についての検討を進めてき

た。具体的には，①道徳教育推進月間の設定と実

施，②教育課程全体

における道徳科の明

確化，③学校課題解

決のための全体計

画・年間指導計画の

策定，④道徳授業ア

ンケートによる授業

改善を各校の実態に

即した形で進めた。

成果として，①教員

の意識向上と一定レ

ベルの授業の実施，

②道徳教育推進教師

の成長，③道徳科の

指導過程の統一，④生徒の意欲を引き出す評価研

究の推進が得られた。

　尚，大角，塩﨑，両氏の提案の詳細については会

誌「全道中」№89号（令和２年３月１日発行予定）

に掲載される予定である。

　また，他の分科会の研究協議題と概要は次のとお

りである。　　

第１分科会：関東甲信越地区
＜「カリキュラム・マネジメント」の推進＞

　コミュニティ・スクールを基盤とした小中一貫教

育の充実により学力向上を達成した事例，及び，支

援教育の視点から教育活動を充実させたことにより

問題行動が減少した事例が発表された。

第２分科会：中国地区
＜「主体的・対話的で深い学び」の実現＞

　共同的な学習の実施ととそれを支える学習ルー

ルの設定により主体的・対話的で深い学びを実現し

た事例，及び，適切な課題設定と思考ツールの活用

による授業展開により生徒の論理的な思考力を育成

した事例が発表された。

第４分科会：近畿地区
＜健康で安全な生活と豊かなスポーツライフを

実現するための教育の充実＞

　地域連携型の避難訓練や生徒が主体となる交通

安全教室の実施等により教職員，生徒の安全意識

を高めている事例，及び，小中連携で持久走による

取組を進めたことにより体力面に加えて自己肯定感

も向上した事例が発表された。

第５分科会：九州地区
＜社会的・職業的自立に向けた

キャリア教育と進路指導の充実＞

　教育活動全体を通した組織的・計画的な進路指導

の実施により生徒の勤労観や職業観が向上した事

例，及び，地域人財を活用した郷土学習の実施と

キャリア教育の視点から授業改善を行うことで生徒

の基礎的・汎用的能力を育成した事例が発表され

た。

第６分科会：四国地区
＜自他を敬愛し他者と協働しながら自己実現を図る

ための自己指導能力を育成する生徒指導の充実＞

　日々の行動に目標設定をさせ継続的に努力を重ね

させることにより自己実現を支える自己指導能力が向
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上した事例，及び，生徒に関する情報共有を徹底化

し，日常生活の課題解決の主体を教師から生徒にシ

フトする「教師の意識改革」への取組について発表

された。

第７分科会：東海北陸地区
＜多様化した学校教育課題に対応できる教員の育成＞

　アンケート結果から教員研修に関する課題を探

索し実務を通したＯＪＴやボトムアップ型の自主研

修を実施している事例，互いの授業を自由に参観で

きる週間の設定や市教委の研修事業の積極的な活

用により年代やニーズに応じた人材育成を行って

いる事例が発表された。

第８分科会：東北地区
＜地域との連携・協働による「チーム学校」の実現＞

　東日本大震災からの復興教育，地域と連携した防

災教育の実施により生徒に他者を思いやる心を育

成した事例，校長会が主体となりミドルリーダー養

成のための各種研修会を組織的・計画的に実施す

ることにより，ミドルリーダーの力量や自己有用感

が向上した事例が発表された。

◆アトラクション　伊勢崎市立第三中学校
　ギター・マンドリン部　合唱団

　ギター・マンドリン部は昭和55年の創部以来，演

奏会のみならず地域への訪問演奏を行ってきた。

合唱団は吹奏楽部員で構成され，吹奏楽の練習と

並行して練習を重ね，各種大会出場に加え福祉施

設での訪問演奏を重ねてきた。それぞれの演奏，合

唱の後，合同演奏「夏の思い出」が披露され，尾

瀬ヶ原湿原の情景が目に浮かぶ素晴らしい演奏に

場内からは盛大な拍手が送られた。

◆全体会　大会宣言決議
◆記念講演
　演題　「自己点検のススメ」　
　講師　作家　横山　秀夫　氏
　群馬県での新聞記者の経験

もある横山氏の講演は，巨大

な組織に所属する公務員等は

組織の力や肩書きが有する影

響力を自分個人の力量と誤解

する恐れがあり，特に経営者たる校長は定期的に

「自己点検」する必要性があることを中心とした参

考になる内容であった。

◆閉会式
 来年度開催となる和歌山県より，その自然，歴史，

産業を背景とする風土の紹介と大会準備の進捗状

況等を含めた挨拶があった。挨拶終了にあわせて，

和歌山県からの参加者一同が会場の参加者に向

かって一礼し，全ての日程を終了した。
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　第70回全日本中学校長会研究協議会群馬大会は

「新たな時代を切り拓き，よりよい社会を創り出し

ていく日本人を育てる中学校教育」を研究大会主題

とし，全国各地から1,800人を超える会員が参加し，

ベイシア文化ホールを主会場に開催された。

　３日間の日程と主な内容について報告する。

【第１日　10月23日（水）】
11：30～13：50　全日中常任理事会

14：00～17：00　全日中理事会

13：30～14：30　全体協議会運営委員会

15：00～17：00　分科会運営委員会

18：00～20：00　歓迎の集いレセプション

【第２日　10月24日（木）】
 9：30～10：20　開会式

10：30～12：20　文部科学省説明　全体協議会

13：45～16：45　分科会

【第３日　10月25日（金）】
 9：15～ 9：40　アトラクション

 9：50～10：10　全体会

10：20～12：35　記念講演　閉会式

　◆文部科学省説明
　　「当面する初等中等教育上の諸課題」
　文部科学省大臣官房審議官初等中等教育局担当

　矢野　和彦　氏
　以下の13点について重点的な説明がなされた。

（1）新しい時代の初等中等教育の在り方について
　知・徳・体を一体で育む「日本型学校教育」が学力

水準を高めた（ＯＥＣＤ・ＰＩＳＡ2015において数学

的リテラシーが加盟国中

１位）が，児童生徒の語

彙力，高校生の学習意欲

の希薄化，いじめの発生

件数が過去最多等，社会

の急激な変化による課題

が顕在化した。これらの状況に対応していくために

はＳociety5.0時代に必要とされる読解力，情報活用

能力，表現力，協働的な学びを通して解を生み出す

力を育成するとともに，先端技術を活用し，学びの変

化に応じた教育を実現できる教師の資質・能力の向

上，環境整備が必要である。

（2）新学習指導要領の円滑な実施に向けて
　令和２年度からの新学習指導要領全面実施に向

けて，「何ができるようになるか」「何を学ぶか」

「どのように学ぶか」を明確とした社会に開かれた

教育課程を編成する必要がある。特に外国語にお

いては令和６年度まで，毎年，児童が学んでくる時

間数や既習内容が変わるため，小中間における授業

参観や教材・指導計画の情報交換が重要である。

（3）学校における働き方改革の推進について
　平成28年度の勤務実態の調査においては，10年

前の結果に比べ，授業準備，成績処理，学級経営，

部活動を理由に勤務時間が増加した。対応策とし

て，勤務時間の把握と管理，部活動ガイドラインの

遵守，スクールカウンセラー・スクールソーシャル

ワーカー等の外部人材の活用が進められており，さ

らに，１年単位の変形労働時間制の導入が検討さ

れているところである。

（4）教育の情報化の推進について
　新学習指導要領においては，情報活用能力が言

語能力と同様に「学習の基盤となる資質・能力」と

位置付けられた。中学校技術科では「計測・制御の

プログラミング」に加え，「ネットワークを利用し

た双方姓のあるコンテンツのプログラミング」を学

ばせることとなった。また，一斉学習，個別学習，

協働学習の各場面においてＩＣＴを活用すること，

遠隔教育の実施によって学習機会の確保と学習の

幅を広げること，そのための環境整備としてＧＩＧ

Ａスクールネットワーク等に財源措置が講じられ

ている。

（5）デジタル教科書について
　今年度より，教育課程の一部において，通常の

紙の教科書に代えてデジタル教科書を使用するこ

とが可能となった（授業時数の２分の１未満）。こ

れにより教科書の拡大，教科書への書き込み，機械

音声読み上げ，文字色の変更，ルビ振りといった機

能が活用できることとなり，特に特別な配慮を必要

とする生徒にとっては学習上の困難を低減させる

ことが可能となった。

（6）生徒指導上の諸課題への対応について
　自殺等の重大事態に関する調査からは，平成17

年度までのいじめの定義を用いた限定解釈による

認知漏れがあったことが課題として挙げられてい

る。平成29年３月の基本方針改定以後は，けんかや

ふざけ合いであっても見えないところでいじめが発

生している可能性を考え慎重に判断することと

なっている。不登校生徒数は平成29年度において

小中高合計で19万人であり，前年度から１万人増加

している。中学校では生徒31人に１人が不登校とい

う状況である。重点施策として，魅力ある学校づく

り，支援シートを活用した組織的な支援体制の確

立，多様で適切な教育機会の確保，教育相談体制

の充実等を推進する。

（7）特別支援教育の推進について
　平成30年度の調査では，小中学校の特別支援学

校教諭等免許状の保有率は30.8％であり，免許法

認定通信教育等を活用し現状の２倍程度を目標と

して取得を進めることにより，教員の資質の向上を

進める。

（8）人権教育について
　ハンセン病に関する資料等を活用し，偏見や差別

の解消のための適切な教育を実施することについて

の通知が発出されている。また，性同一性障害に係

る児童生徒に対する組織的な支援体制の構築やい

じめの防止，相談を通してのアウティング（暴

露），カミングアウトの強要を防止することに留意

が必要である。

（9）教師の資質・能力の向上について
　近年，民間企業等の採用状況や定年退職者数増

加に伴う採用者数増加等により公立学校教員の採

用倍率は減少傾向にあるため，働き方改革を進める

等の教職の魅力向上が喫緊の課題である。

（10）部活動について
　運動部活動等への参加率は横ばいの傾向である

が，生徒数が減少，運動部設置数は変わらないとい

う状況であり，顧問教員の約５割が担当競技の経験

がない状況である。平成29年度には部活動指導員

が制度化され，また，同年度に運動部活動の在り方

に関する総合的なガイドラインをスポーツ庁が策

定，さらに，平成30年度には文化部活動の在り方に

関する総合的なガイドラインを文化庁が策定した。

（11）学校施設について
　平成30年度第１次補正予算により，令和元年度中

には小中学校の普通教室の９割に空調（冷房）設備

が設置される見込みである（除　北海道，青森，秋

田）。

（12）子供の貧困対策と教育の無償化・負担軽減な
どについて

　幼児期から高等教育段階まで切れ目のない教育

費負担の軽減を目指した取組を進めている。そのう

ち義務教育段階においては，要保護者等に係る支

援として，補助対象費目に卒業アルバム代等を新設

し，修学旅行費，及び，新入学児童生徒学用品費等

の単価引き上げを令和２年度概算要求に組み入れ

た。

（13）公立学校教職員のマイナンバーカード取得に
向けた取組について

　マイナンバーカードの普及と利活用を促進する

ため，公立学校教職員の取得促進事業を行う。具体

的には啓発ポスターの配布，促進月間の設定により

本年度中の一斉取得を目指す。令和３年３月からは

健康保険証としての利用となるなど公共サービスに

おける利活用が拡大される。

◆全体協議会
■第１研究協議題　全日中提案
全日中教育ビジョンに基づく学校からの教育改革

～生徒指導部の調査研究報告書を通して～
全日本中学校長会生徒指導部長　笛木　啓介

　全日中生徒指導部においては，全日中教育ビジョ

ンをもとに５点の推進事項を定めており，今年度は

「健全育成の推進・充実のための研究」及び「当面

する生徒指導上の課題への対応」の２点から「いじ

め問題による自殺根絶に向けて」の提言を行った。

（1）学校・家庭・地域社会の責任分担と連携強化

　生徒の健全育成のためには，学校は社会性，家

庭はしつけ，地域は規範意識をそれぞれが責任を

もって育成することが求められる。

（2）教育委員会への取組要望

　課題を抱える学校への行政支援，並びに家庭の

教育力向上により，教員が十分に力量を発揮できる

条件整備や環境整備を強く要望していくことが重

要である。

（3）道徳教育の推進

　全日中生徒指導部の調査結果からは，思いやりの

気持ちや公徳心が改善傾向にあることが明らかに

なった。全教育活動と「特別の教科　道徳」との関

連を図り，道徳的な判断力と態度を育てることが大

切である。

（4）体験学習の推進

　インターネット等の普及により間接体験，疑似体

験が増加しているが，生徒の成長にとっては体験的

な学習活動，特に社会奉仕体験活動や自然体験活

動を充実させていくことが大切である。

（5）社会の変化に対応した指導

　ＩＣＴ機器利用に関わる生徒指導上の問題が掲

示板等からＳＮＳへと学校や保護者が見つけにくい

状況となっていることから，生徒にルールやモラル

を身に付けさせる情報教育の充実が必要である。

（6）専門家を活用した生徒指導の充実

　ＳＣが不登校未然防止やいじめの早期発見，ＳＳ

Ｗが家庭や地域社会への橋渡しを行う等，その効

果が評価される一方，学校への配置日数，配置人数

が十分でないとの指摘も多く，施策や活用について

検討していく必要がある。

（7）コミュニケーション能力の育成

　コミュニケーション能力の不足が生徒指導上の問

題発生の要因であるばかりでなく，解決の際の課題

にもなっている現状がある。言葉は周囲との人間関

係を形成していくためにも大切なものであり，豊か

な言語環境の整備とコミュニケーション能力の育成

を重視していく必要がある。

■第２研究協議題　中国地区提案
「明日も行きたい」と思える学校をめざして
～“『自分株』を磨き『学校株』を高める”
　　　　　　　　　　　　　　　活動を通して～

島根県出雲市立第二中学校長　伊藤　成二
　「チーム学校」づくりには，職員，生徒，保護者

への教育方針の説明とそれぞれの意識化，そして協

働化が必要であり，その具現化のための校長として

リーダーシップの発揮の視点から実践発表を行っ

た。

（1）キーワードを設定する

　生徒一人一人が「株式会社」の社長であり，株を

上げるには相応の努力と機関が必要であることを意

識づけた。

　また，「３つの汗」（体にかく汗，頭にかく汗，心

にかく汗），成長を促す３Ｃ（Ｃhance，Ｃhallenge，

Ｃhange）を生徒にも伝え意識の共有化を図ってい

る。生徒指導面においては「痒い所に手の届く生徒

指導」を職員に提示し，生徒指導や保護者との関わ

りの“合い言葉”としている。

（2）クレームを学校改善に活かす

　クレームの真意を理解し，敵対ではなく子供をよ

り良く成長させたいとの親と教師の共通の願いを共

通理解し，学校改善につなげることを心がけてい

る。

（3）生徒の力を引き出す

　中庭の手入れをするボランティア活動を通して，

生徒自らが目に見える形で学校の環境整備に関与

する自己有用感の育成を推進したり，「イエロー

カード」を使い言語環境の改善を図り，大きな成果

を上げた。

（4）地域と歩む

　家庭との連携を強めるために校区の幼保小中が

連携し「子育て七箇条」を策定した。地域の主だっ

た20団体，事業所100社の賛同を得ながら地域ぐる

みの活動へと広げ，関係者のみならず多くの大人が

子育てについて振り返り，意識の改善へと発展して

いった。

◆分科会
　８つの分科会に分かれ，それぞれの担当地区から

研究の取組と成果・課題について提案があり，熱心

な研究協議が行われた。

第３分科会：北海道地区
＜よりよく生きようとする意思や
　　　　　　　　　能力を育む道徳教育の充実＞
・ものごとを多面的・多角的に考え，生き方につい
ての考えを深める道徳的な判断力，心情，実践意
欲と態度の育成
　　北海道富良野市立麓郷中学校長　大角　勝之
・他の教育活動・働き方改革との関連を重視した道
徳教育の充実
　北海道稚内市立潮見が丘中学校長　塩﨑　由雄
　富良野市校長会においては，生徒の道徳性の育成

を目指す道徳教育の充実を目的に３年次計画を策定

し，指導体制の工夫・計画の充実，授業実践の充実，

評価の工夫等を同一歩調で行っている。具体的には

①道徳教育推進教師研修会の実施，②授業力向上

に関する各校の実践研修の実施，③小中授業交流を

進めた。成果として，①新学習指導要領の深い理

解，②ＺＥＲＯ運動（生徒の自治的活動を通していじ

めを無くす活動）の一層の推進，③道徳教育の組織

的取組，④教師の授業力の向上が得られた。

　宗谷管内中学校長会においては，どの学校，どの

教室においても一定レベルの道徳科の授業が展開

されること目標として，教科書の活用方法の検証，

授業実践交流，評価についての検討を進めてき

た。具体的には，①道徳教育推進月間の設定と実

施，②教育課程全体

における道徳科の明

確化，③学校課題解

決のための全体計

画・年間指導計画の

策定，④道徳授業ア

ンケートによる授業

改善を各校の実態に

即した形で進めた。

成果として，①教員

の意識向上と一定レ

ベルの授業の実施，

②道徳教育推進教師

の成長，③道徳科の

指導過程の統一，④生徒の意欲を引き出す評価研

究の推進が得られた。

　尚，大角，塩﨑，両氏の提案の詳細については会

誌「全道中」№89号（令和２年３月１日発行予定）

に掲載される予定である。

　また，他の分科会の研究協議題と概要は次のとお

りである。　　

第１分科会：関東甲信越地区
＜「カリキュラム・マネジメント」の推進＞

　コミュニティ・スクールを基盤とした小中一貫教

育の充実により学力向上を達成した事例，及び，支

援教育の視点から教育活動を充実させたことにより

問題行動が減少した事例が発表された。

第２分科会：中国地区
＜「主体的・対話的で深い学び」の実現＞

　共同的な学習の実施ととそれを支える学習ルー

ルの設定により主体的・対話的で深い学びを実現し

た事例，及び，適切な課題設定と思考ツールの活用

による授業展開により生徒の論理的な思考力を育成

した事例が発表された。

第４分科会：近畿地区
＜健康で安全な生活と豊かなスポーツライフを

実現するための教育の充実＞

　地域連携型の避難訓練や生徒が主体となる交通

安全教室の実施等により教職員，生徒の安全意識

を高めている事例，及び，小中連携で持久走による

取組を進めたことにより体力面に加えて自己肯定感

も向上した事例が発表された。

第５分科会：九州地区
＜社会的・職業的自立に向けた

キャリア教育と進路指導の充実＞

　教育活動全体を通した組織的・計画的な進路指導

の実施により生徒の勤労観や職業観が向上した事

例，及び，地域人財を活用した郷土学習の実施と

キャリア教育の視点から授業改善を行うことで生徒

の基礎的・汎用的能力を育成した事例が発表され

た。

第６分科会：四国地区
＜自他を敬愛し他者と協働しながら自己実現を図る

ための自己指導能力を育成する生徒指導の充実＞

　日々の行動に目標設定をさせ継続的に努力を重ね

させることにより自己実現を支える自己指導能力が向

上した事例，及び，生徒に関する情報共有を徹底化

し，日常生活の課題解決の主体を教師から生徒にシ

フトする「教師の意識改革」への取組について発表

された。

第７分科会：東海北陸地区
＜多様化した学校教育課題に対応できる教員の育成＞

　アンケート結果から教員研修に関する課題を探

索し実務を通したＯＪＴやボトムアップ型の自主研

修を実施している事例，互いの授業を自由に参観で

きる週間の設定や市教委の研修事業の積極的な活

用により年代やニーズに応じた人材育成を行って

いる事例が発表された。

第８分科会：東北地区
＜地域との連携・協働による「チーム学校」の実現＞

　東日本大震災からの復興教育，地域と連携した防

災教育の実施により生徒に他者を思いやる心を育

成した事例，校長会が主体となりミドルリーダー養

成のための各種研修会を組織的・計画的に実施す

ることにより，ミドルリーダーの力量や自己有用感

が向上した事例が発表された。

◆アトラクション　伊勢崎市立第三中学校
　ギター・マンドリン部　合唱団

　ギター・マンドリン部は昭和55年の創部以来，演

奏会のみならず地域への訪問演奏を行ってきた。

合唱団は吹奏楽部員で構成され，吹奏楽の練習と

並行して練習を重ね，各種大会出場に加え福祉施

設での訪問演奏を重ねてきた。それぞれの演奏，合

唱の後，合同演奏「夏の思い出」が披露され，尾

瀬ヶ原湿原の情景が目に浮かぶ素晴らしい演奏に

場内からは盛大な拍手が送られた。

◆全体会　大会宣言決議
◆記念講演
　演題　「自己点検のススメ」　
　講師　作家　横山　秀夫　氏
　群馬県での新聞記者の経験

もある横山氏の講演は，巨大

な組織に所属する公務員等は

組織の力や肩書きが有する影

響力を自分個人の力量と誤解

する恐れがあり，特に経営者たる校長は定期的に

「自己点検」する必要性があることを中心とした参

考になる内容であった。

◆閉会式
 来年度開催となる和歌山県より，その自然，歴史，

産業を背景とする風土の紹介と大会準備の進捗状

況等を含めた挨拶があった。挨拶終了にあわせて，

和歌山県からの参加者一同が会場の参加者に向

かって一礼し，全ての日程を終了した。

　第70回全日本中学校長会研究協議会群馬大会は

「新たな時代を切り拓き，よりよい社会を創り出し

ていく日本人を育てる中学校教育」を研究大会主題

とし，全国各地から1,800人を超える会員が参加し，

ベイシア文化ホールを主会場に開催された。

　３日間の日程と主な内容について報告する。

【第１日　10月23日（水）】
11：30～13：50　全日中常任理事会

14：00～17：00　全日中理事会

13：30～14：30　全体協議会運営委員会

15：00～17：00　分科会運営委員会

18：00～20：00　歓迎の集いレセプション

【第２日　10月24日（木）】
 9：30～10：20　開会式

10：30～12：20　文部科学省説明　全体協議会

13：45～16：45　分科会

【第３日　10月25日（金）】
 9：15～ 9：40　アトラクション

 9：50～10：10　全体会

10：20～12：35　記念講演　閉会式

　◆文部科学省説明
　　「当面する初等中等教育上の諸課題」
　文部科学省大臣官房審議官初等中等教育局担当

　矢野　和彦　氏
　以下の13点について重点的な説明がなされた。

（1）新しい時代の初等中等教育の在り方について
　知・徳・体を一体で育む「日本型学校教育」が学力

水準を高めた（ＯＥＣＤ・ＰＩＳＡ2015において数学

的リテラシーが加盟国中

１位）が，児童生徒の語

彙力，高校生の学習意欲

の希薄化，いじめの発生

件数が過去最多等，社会

の急激な変化による課題

が顕在化した。これらの状況に対応していくために

はＳociety5.0時代に必要とされる読解力，情報活用

能力，表現力，協働的な学びを通して解を生み出す

力を育成するとともに，先端技術を活用し，学びの変

化に応じた教育を実現できる教師の資質・能力の向

上，環境整備が必要である。

（2）新学習指導要領の円滑な実施に向けて
　令和２年度からの新学習指導要領全面実施に向

けて，「何ができるようになるか」「何を学ぶか」

「どのように学ぶか」を明確とした社会に開かれた

教育課程を編成する必要がある。特に外国語にお

いては令和６年度まで，毎年，児童が学んでくる時

間数や既習内容が変わるため，小中間における授業

参観や教材・指導計画の情報交換が重要である。

（3）学校における働き方改革の推進について
　平成28年度の勤務実態の調査においては，10年

前の結果に比べ，授業準備，成績処理，学級経営，

部活動を理由に勤務時間が増加した。対応策とし

て，勤務時間の把握と管理，部活動ガイドラインの

遵守，スクールカウンセラー・スクールソーシャル

ワーカー等の外部人材の活用が進められており，さ

らに，１年単位の変形労働時間制の導入が検討さ

れているところである。

（4）教育の情報化の推進について
　新学習指導要領においては，情報活用能力が言

語能力と同様に「学習の基盤となる資質・能力」と

位置付けられた。中学校技術科では「計測・制御の

プログラミング」に加え，「ネットワークを利用し

た双方姓のあるコンテンツのプログラミング」を学

ばせることとなった。また，一斉学習，個別学習，

協働学習の各場面においてＩＣＴを活用すること，

遠隔教育の実施によって学習機会の確保と学習の

幅を広げること，そのための環境整備としてＧＩＧ

Ａスクールネットワーク等に財源措置が講じられ

ている。

（5）デジタル教科書について
　今年度より，教育課程の一部において，通常の

紙の教科書に代えてデジタル教科書を使用するこ

とが可能となった（授業時数の２分の１未満）。こ

れにより教科書の拡大，教科書への書き込み，機械

音声読み上げ，文字色の変更，ルビ振りといった機

能が活用できることとなり，特に特別な配慮を必要

とする生徒にとっては学習上の困難を低減させる

ことが可能となった。

（6）生徒指導上の諸課題への対応について
　自殺等の重大事態に関する調査からは，平成17

年度までのいじめの定義を用いた限定解釈による

認知漏れがあったことが課題として挙げられてい

る。平成29年３月の基本方針改定以後は，けんかや

ふざけ合いであっても見えないところでいじめが発

生している可能性を考え慎重に判断することと

なっている。不登校生徒数は平成29年度において

小中高合計で19万人であり，前年度から１万人増加

している。中学校では生徒31人に１人が不登校とい

う状況である。重点施策として，魅力ある学校づく

り，支援シートを活用した組織的な支援体制の確

立，多様で適切な教育機会の確保，教育相談体制

の充実等を推進する。

（7）特別支援教育の推進について
　平成30年度の調査では，小中学校の特別支援学

校教諭等免許状の保有率は30.8％であり，免許法

認定通信教育等を活用し現状の２倍程度を目標と

して取得を進めることにより，教員の資質の向上を

進める。

（8）人権教育について
　ハンセン病に関する資料等を活用し，偏見や差別

の解消のための適切な教育を実施することについて

の通知が発出されている。また，性同一性障害に係

る児童生徒に対する組織的な支援体制の構築やい

じめの防止，相談を通してのアウティング（暴

露），カミングアウトの強要を防止することに留意

が必要である。

（9）教師の資質・能力の向上について
　近年，民間企業等の採用状況や定年退職者数増

加に伴う採用者数増加等により公立学校教員の採

用倍率は減少傾向にあるため，働き方改革を進める

等の教職の魅力向上が喫緊の課題である。

（10）部活動について
　運動部活動等への参加率は横ばいの傾向である

が，生徒数が減少，運動部設置数は変わらないとい

う状況であり，顧問教員の約５割が担当競技の経験

がない状況である。平成29年度には部活動指導員

が制度化され，また，同年度に運動部活動の在り方

に関する総合的なガイドラインをスポーツ庁が策

定，さらに，平成30年度には文化部活動の在り方に

関する総合的なガイドラインを文化庁が策定した。

（11）学校施設について
　平成30年度第１次補正予算により，令和元年度中

には小中学校の普通教室の９割に空調（冷房）設備

が設置される見込みである（除　北海道，青森，秋

田）。

（12）子供の貧困対策と教育の無償化・負担軽減な
どについて

　幼児期から高等教育段階まで切れ目のない教育

費負担の軽減を目指した取組を進めている。そのう

ち義務教育段階においては，要保護者等に係る支

援として，補助対象費目に卒業アルバム代等を新設

し，修学旅行費，及び，新入学児童生徒学用品費等

の単価引き上げを令和２年度概算要求に組み入れ

た。

（13）公立学校教職員のマイナンバーカード取得に
向けた取組について

　マイナンバーカードの普及と利活用を促進する

ため，公立学校教職員の取得促進事業を行う。具体

的には啓発ポスターの配布，促進月間の設定により

本年度中の一斉取得を目指す。令和３年３月からは

健康保険証としての利用となるなど公共サービスに

おける利活用が拡大される。

◆全体協議会
■第１研究協議題　全日中提案
全日中教育ビジョンに基づく学校からの教育改革

～生徒指導部の調査研究報告書を通して～
全日本中学校長会生徒指導部長　笛木　啓介

　全日中生徒指導部においては，全日中教育ビジョ

ンをもとに５点の推進事項を定めており，今年度は

「健全育成の推進・充実のための研究」及び「当面

する生徒指導上の課題への対応」の２点から「いじ

め問題による自殺根絶に向けて」の提言を行った。

（1）学校・家庭・地域社会の責任分担と連携強化

　生徒の健全育成のためには，学校は社会性，家

庭はしつけ，地域は規範意識をそれぞれが責任を

もって育成することが求められる。

（2）教育委員会への取組要望

　課題を抱える学校への行政支援，並びに家庭の

教育力向上により，教員が十分に力量を発揮できる

条件整備や環境整備を強く要望していくことが重

要である。

（3）道徳教育の推進

　全日中生徒指導部の調査結果からは，思いやりの

気持ちや公徳心が改善傾向にあることが明らかに

なった。全教育活動と「特別の教科　道徳」との関

連を図り，道徳的な判断力と態度を育てることが大

切である。

第369号（4） 令和２年１月31日　発行

（4）体験学習の推進

　インターネット等の普及により間接体験，疑似体

験が増加しているが，生徒の成長にとっては体験的

な学習活動，特に社会奉仕体験活動や自然体験活

動を充実させていくことが大切である。

（5）社会の変化に対応した指導

　ＩＣＴ機器利用に関わる生徒指導上の問題が掲

示板等からＳＮＳへと学校や保護者が見つけにくい

状況となっていることから，生徒にルールやモラル

を身に付けさせる情報教育の充実が必要である。

（6）専門家を活用した生徒指導の充実

　ＳＣが不登校未然防止やいじめの早期発見，ＳＳ

Ｗが家庭や地域社会への橋渡しを行う等，その効

果が評価される一方，学校への配置日数，配置人数

が十分でないとの指摘も多く，施策や活用について

検討していく必要がある。

（7）コミュニケーション能力の育成

　コミュニケーション能力の不足が生徒指導上の問

題発生の要因であるばかりでなく，解決の際の課題

にもなっている現状がある。言葉は周囲との人間関

係を形成していくためにも大切なものであり，豊か

な言語環境の整備とコミュニケーション能力の育成

を重視していく必要がある。

■第２研究協議題　中国地区提案
「明日も行きたい」と思える学校をめざして
～“『自分株』を磨き『学校株』を高める”
　　　　　　　　　　　　　　　活動を通して～

島根県出雲市立第二中学校長　伊藤　成二
　「チーム学校」づくりには，職員，生徒，保護者

への教育方針の説明とそれぞれの意識化，そして協

働化が必要であり，その具現化のための校長として

リーダーシップの発揮の視点から実践発表を行っ

た。

（1）キーワードを設定する

　生徒一人一人が「株式会社」の社長であり，株を

上げるには相応の努力と機関が必要であることを意

識づけた。

　また，「３つの汗」（体にかく汗，頭にかく汗，心

にかく汗），成長を促す３Ｃ（Ｃhance，Ｃhallenge，

Ｃhange）を生徒にも伝え意識の共有化を図ってい

る。生徒指導面においては「痒い所に手の届く生徒

指導」を職員に提示し，生徒指導や保護者との関わ

りの“合い言葉”としている。

（2）クレームを学校改善に活かす

　クレームの真意を理解し，敵対ではなく子供をよ

り良く成長させたいとの親と教師の共通の願いを共

通理解し，学校改善につなげることを心がけてい

る。

（3）生徒の力を引き出す

　中庭の手入れをするボランティア活動を通して，

生徒自らが目に見える形で学校の環境整備に関与

する自己有用感の育成を推進したり，「イエロー

カード」を使い言語環境の改善を図り，大きな成果

を上げた。

（4）地域と歩む

　家庭との連携を強めるために校区の幼保小中が

連携し「子育て七箇条」を策定した。地域の主だっ

た20団体，事業所100社の賛同を得ながら地域ぐる

みの活動へと広げ，関係者のみならず多くの大人が

子育てについて振り返り，意識の改善へと発展して

いった。

◆分科会
　８つの分科会に分かれ，それぞれの担当地区から

研究の取組と成果・課題について提案があり，熱心

な研究協議が行われた。

第３分科会：北海道地区
＜よりよく生きようとする意思や
　　　　　　　　　能力を育む道徳教育の充実＞
・ものごとを多面的・多角的に考え，生き方につい
ての考えを深める道徳的な判断力，心情，実践意
欲と態度の育成
　　北海道富良野市立麓郷中学校長　大角　勝之
・他の教育活動・働き方改革との関連を重視した道
徳教育の充実
　北海道稚内市立潮見が丘中学校長　塩﨑　由雄
　富良野市校長会においては，生徒の道徳性の育成

を目指す道徳教育の充実を目的に３年次計画を策定

し，指導体制の工夫・計画の充実，授業実践の充実，

評価の工夫等を同一歩調で行っている。具体的には

①道徳教育推進教師研修会の実施，②授業力向上

に関する各校の実践研修の実施，③小中授業交流を

進めた。成果として，①新学習指導要領の深い理

解，②ＺＥＲＯ運動（生徒の自治的活動を通していじ

めを無くす活動）の一層の推進，③道徳教育の組織

的取組，④教師の授業力の向上が得られた。

　宗谷管内中学校長会においては，どの学校，どの

教室においても一定レベルの道徳科の授業が展開

されること目標として，教科書の活用方法の検証，

授業実践交流，評価についての検討を進めてき

た。具体的には，①道徳教育推進月間の設定と実

施，②教育課程全体

における道徳科の明

確化，③学校課題解

決のための全体計

画・年間指導計画の

策定，④道徳授業ア

ンケートによる授業

改善を各校の実態に

即した形で進めた。

成果として，①教員

の意識向上と一定レ

ベルの授業の実施，

②道徳教育推進教師

の成長，③道徳科の

指導過程の統一，④生徒の意欲を引き出す評価研

究の推進が得られた。

　尚，大角，塩﨑，両氏の提案の詳細については会

誌「全道中」№89号（令和２年３月１日発行予定）

に掲載される予定である。

　また，他の分科会の研究協議題と概要は次のとお

りである。　　

第１分科会：関東甲信越地区
＜「カリキュラム・マネジメント」の推進＞

　コミュニティ・スクールを基盤とした小中一貫教

育の充実により学力向上を達成した事例，及び，支

援教育の視点から教育活動を充実させたことにより

問題行動が減少した事例が発表された。

第２分科会：中国地区
＜「主体的・対話的で深い学び」の実現＞

　共同的な学習の実施ととそれを支える学習ルー

ルの設定により主体的・対話的で深い学びを実現し

た事例，及び，適切な課題設定と思考ツールの活用

による授業展開により生徒の論理的な思考力を育成

した事例が発表された。

第４分科会：近畿地区
＜健康で安全な生活と豊かなスポーツライフを

実現するための教育の充実＞

　地域連携型の避難訓練や生徒が主体となる交通

安全教室の実施等により教職員，生徒の安全意識

を高めている事例，及び，小中連携で持久走による

取組を進めたことにより体力面に加えて自己肯定感

も向上した事例が発表された。

第５分科会：九州地区
＜社会的・職業的自立に向けた

キャリア教育と進路指導の充実＞

　教育活動全体を通した組織的・計画的な進路指導

の実施により生徒の勤労観や職業観が向上した事

例，及び，地域人財を活用した郷土学習の実施と

キャリア教育の視点から授業改善を行うことで生徒

の基礎的・汎用的能力を育成した事例が発表され

た。

第６分科会：四国地区
＜自他を敬愛し他者と協働しながら自己実現を図る

ための自己指導能力を育成する生徒指導の充実＞

　日々の行動に目標設定をさせ継続的に努力を重ね

させることにより自己実現を支える自己指導能力が向
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〈論　文〉

１　はじめに
　壮瞥町は優美な洞爺湖，大地のエネルギーを感

じる昭和新山・有珠山などの大自然（世界ジオパー

クに認定）に恵まれた町で，果樹・野菜などを栽培

する農業と観光の町である。子供の教育に熱心な保

護者や地域住民が多く，学校の教育活動に対してと

ても協力的である。

　そのような恵まれた環境の中で，これまで伝え合

うことができる力の育成を目指して，言語活動の充

実に取り組んできた。また，総合的な学習の時間を

中心にして，家庭や地域の協力のもと，農業・観

光・世界ジオパークなどの地域にある教育資源や人

材を活用した特色ある教育活動を展開している。

２　「考え，議論する道徳」の実現に向けて
　いじめ問題が大きく取り上げられている昨今，人

の痛みを感じ取れる人間性の育成や他人を差別し

たり，見下したりしない心の育成が道徳教育に求め

られている。また，教育活動全体の取組を通して自

己肯定感や自己有用感を高めることで，生徒一人一

人の自尊感情の高まりにつながる指導を工夫するこ

とも大切である。

　道徳教育推進教師を中心とした指導体制を充実

させ，様々な課題に対応できる資質・能力を育むた

めに，多面的・多角的に考え，議論していく「考え，

議論する道徳」の授業を展開する。そして，道徳に

おける言語活動を充実させて，道徳的諸価値につい

ての自覚を深める授業の充実を図り，生徒の道徳性

を養うことが重要であると考える。

３　本校の取組内容
（1）校内研修による道徳教育の充実

　学校が組織体として道徳教育を一体となって取り

組むために，校内研修に関する校長の方針を明確に

示すとともに，道徳教育推進教師の役割を明確にす

る。そして，全教師が指導力を発揮し，協力して道

徳教育を展開できる体制を整えることが肝要であ

る。そこで，道徳を校内研修の領域とし，担任だけ

でなく副担任も含めた教師全員による授業公開及

び研究協議を実施するなど，校内研修の充実を図っ

た。

（2）本校生徒の道徳性に関わる実態把握

①新道徳性検査　ＨＵＭＡＮⅢの活用　　　　

道徳的心情や道徳的判断力について，全国の

傾向と比較した。

②子供理解支援ツール「ほっと」の活用　　　

４～10月の間に計４回実施して，生徒の心の動

きを客観的に把握する手だてとして活用し

た。

（3）授業づくりにおける工夫や改善

①表現できる場の設定

ア.ペアやグループ学習での表現

イ.役割演技による解決策の表現

ウ.シミュレーションによる応用問題の解決

エ.スキル学習の導入

オ.マナーや礼儀作法の学習

②教材活用の工夫

ア.教材の有効活用

イ.教材の分析

ウ.教材の提示方法

③発問の構成

ア.主体的に考えるための発問の工夫

　教材の問題を他人事として捉えるのでは

なく，自分のこととして置き換えて考え

させるために，発問を工夫することが大

切になる。

イ.問題解決を促す発問の工夫

　生徒が道徳的諸価値や判断基準を基にし

て多面的・多角的に考え，公平公正に議論

するようにさせるために，教師から多様で

効果的な発問をすることが重要である。

④評価の工夫

ア.学習の形成的評価

イ.学習の自己評価

ウ.学習の総括的評価

エ.道徳的実践の評価

オ.関係者による多面的評価

４　成果と課題
　「特別の教科　道徳」が全面実施となり，道徳

教育推進教師を中核として，授業を要とした道徳

教育を進めている。また，道徳教育の重点目標や

重点内容項目に基づいた年間指導計画に従って，

担任と副担任で協力・分担しながら授業を展開し

ている。今後は，「考え，議論する道徳」の意味

を再確認させながら，生徒の成長の姿をどのよう

に評価していくかについて，教師の理解を深めた

い。また，教師側の授業評価についても実態に応

じた具体的な項目を示すなどして，授業改善に役

立てたいと考えている。

壮瞥町立壮瞥中学校 深　松　一　宏

生徒の道徳性の向上を目指して
　　　　 ～「道徳」における言語活動の充実を通して～
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〈論　文〉

１　はじめに
　国は，「社会に開かれた教育課程」を推進するた

め，「コミュニティ・スクール・地域学校協働活動」

を法改正をしながら精緻に進めている。「地域」が

学校や社会教育に一層関わることで，学校教育はも

とより広い意味での「教育」（生涯学習）を充実さ

せ，また，地域住民がその諸活動に参画すること

で，「地域の活性化」をもめざす。要するに，「学校

の活性化」と「地域の活性化」を統一して進めるこ

とが「社会に開かれた教育課程」の本旨と理解する

ならば，そのめざすところは，檜山で展開されてき

た「地域に根ざす教育」の本質と通底するものと考

える。

２　本校の概要
　過疎化や少子化の時代の流れとともに生徒数は

激減し，今年度は全校生徒12人の極小規模校（教

職員定数は複式学級措置）となった大成中学校で

はあるが，本校もまた「地域に根ざす教育」の理念

を常に教育課程の基本に据えてきた。　

　しかし，大成区における学校が今後どのように存

続するのか。それは大きな課題ではあるが，過疎化

が進行し，疲弊の一途をたどる現状の中で，根ざす

べき「地域」がこれからどうなるか，不安でたまら

ない思いをしているのは私だけではないことも一方

の現実である。

３　伝統芸能「久遠神楽」の伝承
　全校生徒数が少なく，また，小学校からの固定化

された人間関係の中ではあるが，一人一人の生徒は

思春期を全力で生きている。

　地域に出ると大人からは毎日声をかけられ，生徒

はそれに笑顔で返す。運動会，学校祭等，大きな行

事に家族でなくても地域の方々がかけつけ，生徒の

元気な姿を見ながら大きなエネルギーをもらう。地

域の中の学校としての大成中学校。地域と学校が励

まし励まされる関係とはこういうものではないかと

日々感じている。

　地域の皆さんに喜んでもらうためにがんばりた

い。生徒全員が心からそう思いながら取り組んでい

るのが，伝統芸能「久遠神楽」である。

　大成高校が教育活動の一環として伝承していた

「久遠神楽」であるが，大成高校が閉校後，平成17

年，それを大成中学校で引き取ることになった。そ

れ以来「総合的な学習の時間」で扱っている「久遠

神楽」。太田神社祭，学校祭，敬老会，町芸能発表

会と地域に演舞を披露している。生徒数減少のた

め，昨年度からは笛の部門を先生方が担当し，生徒

とともに奮闘している姿に地域からの評価が高い。

  毎回の練習では，各部門については先輩が後輩に

指導することが定着している。また，練習時には

「久遠神楽保存会」の方 （々生徒は「大先輩」と呼

ぶ）も毎回参加し，最後に総括的なアドバイスをい

ただく。

　地域の伝統芸能を一生懸命演舞する生徒を見つ

める地域の方々は，生徒の生き生きする姿からたく

さんの元気をもらい，無条件の喜びを感じている。

　本校は今年度４月から「コミュニティ・スクー

ル」として発足したが，この地域と本校の関係を改

めて振り返ってみたときに，すでに事実上のコミュ

ニティ・スクールであったのではないかと考えてい

る。

４　自分を大切にしてくれる地域をより良いものに
　いつの時代も人間は他の者と共同しながらコミュ

ニティとしての地域社会を大切にし，自分たちの社

会を「持続可能」にしようとしてきた。そのことが

「人間らしく生きる」ということの証しであることを

暗に確信しながらである。

　そして，そのコミュニティの一番の思いは「子供

は地域の宝」ということに違いない。子供がいなく

なればコミュニティが「持続可能」でなくなるから

である。

　過疎化が進む大成。その中で地域住民がこれま

で意識の内外で大切にしてきた「子供は地域の宝」

という思いを，伝統芸能の伝承等，地域に根ざす教

育活動を展開する中で子供たちは全身で感じ取っ

ているのではないか。

　自分のことを大切にしてくれる地域。だからこそ

この地域（社会）をよりよく創り出したい。その思

いは，「社会に開かれた教育課程」で示されている

「豊かな人生を切り拓いていくために求められる資

質・能力」に寄与するものと考える。

せたな町立大成中学校 大　口　久　克

「地域に開かれた教育課程」としての「地域に根ざす教育」

くどうかぐら

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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〈論　文〉

１　はじめに
　壮瞥町は優美な洞爺湖，大地のエネルギーを感

じる昭和新山・有珠山などの大自然（世界ジオパー

クに認定）に恵まれた町で，果樹・野菜などを栽培

する農業と観光の町である。子供の教育に熱心な保

護者や地域住民が多く，学校の教育活動に対してと

ても協力的である。

　そのような恵まれた環境の中で，これまで伝え合

うことができる力の育成を目指して，言語活動の充

実に取り組んできた。また，総合的な学習の時間を

中心にして，家庭や地域の協力のもと，農業・観

光・世界ジオパークなどの地域にある教育資源や人

材を活用した特色ある教育活動を展開している。

２　「考え，議論する道徳」の実現に向けて
　いじめ問題が大きく取り上げられている昨今，人

の痛みを感じ取れる人間性の育成や他人を差別し

たり，見下したりしない心の育成が道徳教育に求め

られている。また，教育活動全体の取組を通して自

己肯定感や自己有用感を高めることで，生徒一人一

人の自尊感情の高まりにつながる指導を工夫するこ

とも大切である。

　道徳教育推進教師を中心とした指導体制を充実

させ，様々な課題に対応できる資質・能力を育むた

めに，多面的・多角的に考え，議論していく「考え，

議論する道徳」の授業を展開する。そして，道徳に

おける言語活動を充実させて，道徳的諸価値につい

ての自覚を深める授業の充実を図り，生徒の道徳性

を養うことが重要であると考える。

３　本校の取組内容
（1）校内研修による道徳教育の充実

　学校が組織体として道徳教育を一体となって取り

組むために，校内研修に関する校長の方針を明確に

示すとともに，道徳教育推進教師の役割を明確にす

る。そして，全教師が指導力を発揮し，協力して道

徳教育を展開できる体制を整えることが肝要であ

る。そこで，道徳を校内研修の領域とし，担任だけ

でなく副担任も含めた教師全員による授業公開及

び研究協議を実施するなど，校内研修の充実を図っ

た。

（2）本校生徒の道徳性に関わる実態把握

①新道徳性検査　ＨＵＭＡＮⅢの活用　　　　

道徳的心情や道徳的判断力について，全国の

傾向と比較した。

②子供理解支援ツール「ほっと」の活用　　　

４～10月の間に計４回実施して，生徒の心の動

きを客観的に把握する手だてとして活用し

た。

（3）授業づくりにおける工夫や改善

①表現できる場の設定

ア.ペアやグループ学習での表現

イ.役割演技による解決策の表現

ウ.シミュレーションによる応用問題の解決

エ.スキル学習の導入

オ.マナーや礼儀作法の学習

②教材活用の工夫

ア.教材の有効活用

イ.教材の分析

ウ.教材の提示方法

③発問の構成

ア.主体的に考えるための発問の工夫

　教材の問題を他人事として捉えるのでは

なく，自分のこととして置き換えて考え

させるために，発問を工夫することが大

切になる。

イ.問題解決を促す発問の工夫

　生徒が道徳的諸価値や判断基準を基にし

て多面的・多角的に考え，公平公正に議論

するようにさせるために，教師から多様で

効果的な発問をすることが重要である。

④評価の工夫

ア.学習の形成的評価

イ.学習の自己評価

ウ.学習の総括的評価

エ.道徳的実践の評価

オ.関係者による多面的評価

４　成果と課題
　「特別の教科　道徳」が全面実施となり，道徳

教育推進教師を中核として，授業を要とした道徳

教育を進めている。また，道徳教育の重点目標や

重点内容項目に基づいた年間指導計画に従って，

担任と副担任で協力・分担しながら授業を展開し

ている。今後は，「考え，議論する道徳」の意味

を再確認させながら，生徒の成長の姿をどのよう

に評価していくかについて，教師の理解を深めた

い。また，教師側の授業評価についても実態に応

じた具体的な項目を示すなどして，授業改善に役

立てたいと考えている。
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　　　　 ～「道徳」における言語活動の充実を通して～
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１　はじめに
　国は，「社会に開かれた教育課程」を推進するた

め，「コミュニティ・スクール・地域学校協働活動」

を法改正をしながら精緻に進めている。「地域」が

学校や社会教育に一層関わることで，学校教育はも

とより広い意味での「教育」（生涯学習）を充実さ

せ，また，地域住民がその諸活動に参画すること

で，「地域の活性化」をもめざす。要するに，「学校

の活性化」と「地域の活性化」を統一して進めるこ

とが「社会に開かれた教育課程」の本旨と理解する

ならば，そのめざすところは，檜山で展開されてき

た「地域に根ざす教育」の本質と通底するものと考

える。

２　本校の概要
　過疎化や少子化の時代の流れとともに生徒数は

激減し，今年度は全校生徒12人の極小規模校（教

職員定数は複式学級措置）となった大成中学校で

はあるが，本校もまた「地域に根ざす教育」の理念

を常に教育課程の基本に据えてきた。　

　しかし，大成区における学校が今後どのように存

続するのか。それは大きな課題ではあるが，過疎化

が進行し，疲弊の一途をたどる現状の中で，根ざす

べき「地域」がこれからどうなるか，不安でたまら

ない思いをしているのは私だけではないことも一方

の現実である。

３　伝統芸能「久遠神楽」の伝承
　全校生徒数が少なく，また，小学校からの固定化

された人間関係の中ではあるが，一人一人の生徒は

思春期を全力で生きている。

　地域に出ると大人からは毎日声をかけられ，生徒

はそれに笑顔で返す。運動会，学校祭等，大きな行

事に家族でなくても地域の方々がかけつけ，生徒の

元気な姿を見ながら大きなエネルギーをもらう。地

域の中の学校としての大成中学校。地域と学校が励

まし励まされる関係とはこういうものではないかと

日々感じている。

　地域の皆さんに喜んでもらうためにがんばりた

い。生徒全員が心からそう思いながら取り組んでい

るのが，伝統芸能「久遠神楽」である。

　大成高校が教育活動の一環として伝承していた

「久遠神楽」であるが，大成高校が閉校後，平成17

年，それを大成中学校で引き取ることになった。そ

れ以来「総合的な学習の時間」で扱っている「久遠

神楽」。太田神社祭，学校祭，敬老会，町芸能発表

会と地域に演舞を披露している。生徒数減少のた

め，昨年度からは笛の部門を先生方が担当し，生徒

とともに奮闘している姿に地域からの評価が高い。

  毎回の練習では，各部門については先輩が後輩に

指導することが定着している。また，練習時には

「久遠神楽保存会」の方 （々生徒は「大先輩」と呼

ぶ）も毎回参加し，最後に総括的なアドバイスをい

ただく。

　地域の伝統芸能を一生懸命演舞する生徒を見つ

める地域の方々は，生徒の生き生きする姿からたく

さんの元気をもらい，無条件の喜びを感じている。

　本校は今年度４月から「コミュニティ・スクー

ル」として発足したが，この地域と本校の関係を改

めて振り返ってみたときに，すでに事実上のコミュ

ニティ・スクールであったのではないかと考えてい

る。

４　自分を大切にしてくれる地域をより良いものに
　いつの時代も人間は他の者と共同しながらコミュ

ニティとしての地域社会を大切にし，自分たちの社

会を「持続可能」にしようとしてきた。そのことが

「人間らしく生きる」ということの証しであることを

暗に確信しながらである。

　そして，そのコミュニティの一番の思いは「子供

は地域の宝」ということに違いない。子供がいなく

なればコミュニティが「持続可能」でなくなるから

である。

　過疎化が進む大成。その中で地域住民がこれま

で意識の内外で大切にしてきた「子供は地域の宝」

という思いを，伝統芸能の伝承等，地域に根ざす教

育活動を展開する中で子供たちは全身で感じ取っ

ているのではないか。

　自分のことを大切にしてくれる地域。だからこそ

この地域（社会）をよりよく創り出したい。その思

いは，「社会に開かれた教育課程」で示されている

「豊かな人生を切り拓いていくために求められる資

質・能力」に寄与するものと考える。

せたな町立大成中学校 大　口　久　克

「地域に開かれた教育課程」としての「地域に根ざす教育」

くどうかぐら
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「文豪」の時代

市立小樽文学館館長

玉　川　　　薫 内　村　定　之副会長

歴史に学ぶ
～語り継ぐ『赤いまり』の体験～

釧路管内町村教育委員会連絡協議会

（特別寄稿）

　市立小樽文学館は1978年11月に開館しており，今

年開館41年目を迎えた。公立総合文学資料館として

現存するなかでは，最も古い文学館である。

　裏を返せば，「文学館」というジャンルのミュー

ジアムはそれほど歴史が浅いのであり，ここ30年ほ

どで全国に600を超える文学館が設立されたという

ことのほうが特異な事態ともいえる。

　1980年代から90年代にかけて全国を席巻した感

のある「文学館ブーム」だが，基盤となっているの

が更にその一昔前，文学全集が相次いで発行され，

地域の文学運動も活発だった「文学の時代」なの

で，全国に文学館が行き渡ったころにはとうに喪わ

れていたという皮肉なことになっていた。

　そうした各地の文学館が入館者の減少に悩み，乏

しい予算と人員で奮闘しているのだが，この数年，

面白い現象が起き始めた。「文豪ブーム」である。

　コミック，アニメ，ライトノベル，様々な形態で拡

がっているのだが，人気を決定づけたのはインター

ネットブラウザゲームであり，漱石，鷗外，有島，啄

木，小林多喜二ら実在の「文豪」をモデルとした

キャラクターが，古今の名作を破壊せんとする悪し

き侵略者に立ち向かうという物語である。

　荒唐無稽だが，それぞれの「文豪」の能力や弱

点，交流，駆使する武器や身にまとう衣装など，

隅々まで実際の彼らの作品や逸話が織り込まれてい

るので，熱中したファンは煩を厭わず，その背景と

原典を求めて全国の文学館を渡り歩くのである。

　小樽文学館では昨年，このゲームとタイアップし

て，「小樽に残した文豪の足跡展」を催した。ゲー

ムを模した「文豪バー」とキャラクターパネルを背

景に，「文豪コスプレ」で記念写真を撮り，インス

タに投稿する彼女らに顰蹙する向きもあろうが，誰

よりも熱心に展示された原稿や書簡を凝視し，リサ

イクル古本の文学全集端本を何よりもの成果品とし

て，いそいそと持ち帰ったのである。

　全国各地から集まった初対面の彼女らが情報を

交換し，また各地の文学館に向かうさまもＳＮＳに

随時発信されていった。

　時代はこのように変わっている。純文学はエン

ターテインメントだ。文学館はこれまで同様，その

素材を生真面目に提供しつづければいい。楽しむの

はあくまで「お客様」なのだから。

　安政元年（1854年）11月５日，現在の和歌山県広川

町の村民濱ロ梧陵（はまぐちごりょう）は，海水のひ

き方や井戸水の急激な減少により，安政南海地震に

よる大津波を予期し，村民を避難させるため，自分の

田んぼで収穫された稲わらに火を投じ，急を知らせ，

村人を救った。

　これは，津波対策の教訓として語り継がれる「稲む

らの火」という逸話である。

　この逸話に基づき，第70回国連総会本会議(平成27

年12月開催)で「世界津波の日」を11月５日と定める決

議がなされた。この決議は，幾多の災害の経験や教

訓をもつ日本からの提案によるものである。

　過去に大きな被害があった日ではなく，早期警報と

伝統的知識の活用によって人々の命が救われた日を

「世界津波の日」とし，世界中の防災意識の向上を

願ったのである。

　本年９月８・９日の２日間にわたり，本町の霧多布

高等学校に27ヵ国約150人の海外の高校生を迎え，

「『世界津波の日』2019高校生サミットin北海道スタ

ディツアー」が実施された。スタディツアーでは，新

聞紙でスリッパを作る防災グッズ制作などの防災意

識を高める活動はもちろん，書道や餅つきなどの日本

文化に親しむ特別授業も行い，本校生徒も海外の高

校生も交流を深めながら学びあった。

　歓迎行事の一環として，霧多布高等学校１年生に

より，チリ沖地震津波伝承紙芝居『赤いまり』を英訳

した劇が上演された。『赤いまり』とは，本町に11名も

の犠牲者を出した1960年のチリ地震津波についての

記録をまとめた文集である。当時の児童・生徒ら約60

人の体験談が収められており，犠牲者の女児が遊ん

でいた赤いまりが津波の後，浜辺に打ち上げられたこ

とから悲しみの象徴としてこのように名付けられた。

　荒れ果てし被害の跡に子等集い学びの庭を掃き清

めおり。

　この短歌は，霧多布同人会によるもので『赤いま

り』に収められている。被害の大きさや悲しみだけで

なく，そこから立ち上がる人間の強さに心打たれる。

同時に，あらゆる災害に対し，被害を最小限にとどめ

る努力の重要性を思わずにはいられない。

　私たちは，自らの経験から学ぶだけでなく，歴史か

ら学ぶという意識を強くもち，次世代のために語り継

いでいかねばならないのである。
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〈論　文〉

１　はじめに
　池田町は，十勝平野の中央やや東寄りに位置

し，総面積は約370平方キロメートル，人口約6,700

人，農業を基盤産業とした中で，道東唯一のワイン

造りに取り組んでいる。町内には小学校３校，中学

校１校と高等学校１校がある。

　本校は，昭和22年に開校し，平成24年の高島中

学校統合の際に，地元産のカラマツ材がふんだん

に使われた新校舎を建設し，恵まれた教育環境の

中で教育活動が行われている。現在，生徒数136

人，学級は９学級設置されている。本校の教育目

標は「全力をつくす生徒」であり，開校当時から

知・徳・体のバランスの取れた教育が展開され，オ

リンピック選手や歌手等，自分の夢を実現させた

卒業生も多く輩出している。

２　学校経営を進めるにあたって
　本校では，「確かな学力の向上」「心身の充実」

「社会性の育成」を「チーム池田中」として組織的

に実践する教育活動を推進するとともに，「小中９

年間の学びの連続性」及び「社会に開かれた教育

課程」を介した家庭や地域とのつながり等を充実

させた「地域とともに魅力あるゆるぎない池田中学

校」の構築を目指している。

　これらの理念を踏まえ，教育課程を編成・実施・

評価し，改善していくための「カリキュラム・マネ

ジメント」を確立させるために，本校では今まで積

み重ねてきた「不易」の教育活動と，これから求め

られる「流行」の教育活動を見つめ直し，組織的且

つ協働的な体制を構築した中で，学校経営を推進

している。

３　「不易」と「流行」
　本年は，本校の教育活動をより充実させるため

に，「検証・改善」を図ってきた。「不易」の教育

は本校教育の土台であり，今まで生徒一人一人が

「分かる喜び」と「学ぶ楽しさ」が実感できる質の

高い授業や，「豊かな人間性」や「たくましい身

体」，そして「社会性」を育む教育活動として，ま

た「流行」の教育は「持続可能な社会」で必要とさ

れる「生きる力」を育む教育として位置付けてい

る。

４　具体的な取組
（1）学校経営を支える組織力の強化　

　組織的に学校課題の解決を図る学校経営を行う

ために，学校組織に「特別委員会」と「校務運営委

員会」を位置付け，多方向から分掌・学年の意見

を吸い上げ，教員一人一人の人材育成と組織の活

性化・能率化を図った。特に，分掌・学年の中に隠

れる傾向があった「学力」については「学力向上委

員会」を新たに立ち上げ，分析・検証と改善につ

いて共通理解が図れる環境を作った。

（2）授業力向上を図る組織的な研修

　教職員の授業力向上を図ることは，学校経営上

の中核になる。生徒に「確かな学力」を身に付けさ

せるために，同じベクトルの授業を組織的に取り

組むことが大切である。

①全国学力・学習状況調査結果を活用した授業

　過去数年の調査から，「情報を読み取る力」

「正確に書く力」「資料を活用する力」に課題が

ある一方，「読書が好き」「読書時間が長い」と

いう結果を受け，図書室の資料を活用した授業

を教育課程に位置づけ，取組を推進した。その

研修成果については，今年度の「十勝管内学校

図書館活用促進研修会」にて，発表した。（授

業公開・研究概要説明）

②学びガイドを活用した授業

　４月当初に「学習の手引き(シラバス)」を配布

しているが，授業での活用が曖昧であった。教

師・生徒の学習の指標を明確にするために，今

年度から単元毎の「目標」「観点別学習内容」

「自己評価」「振り返り」を記載した「学びガイ

ド」を作成し，単元毎に確認できるようにした。

この研究成果については，来年度の「北海道

キャリア教育・進路指導研究大会十勝大会」で

発表する。

（3）校種間・地域の連携

　これからの学校教育には，横軸であたる地域資

源・人材の活用を中心とした地域連携と，縦軸で

あたる義務教育９年間を見据えた小中連携の充実

も不可欠である。本校では，コミュニティ・スクー

ルを活用した地域との連携（ふるさと教育・福祉

教育等），小中連携（学習規律等）を推進してい

る。

５　おわりに
　今後も，「不易」と「流行」を意識した学校経営

を行い，今までの伝統を継承するとともに，時代の

要請に応えられる教育を目指し，子供たちが生き

生きと成長し，夢と希望をもって未来に羽ばたくた

めの礎を築いていく学校でありたいと考えている。
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歴史に学ぶ
～語り継ぐ『赤いまり』の体験～

釧路管内町村教育委員会連絡協議会

（特別寄稿）

　市立小樽文学館は1978年11月に開館しており，今

年開館41年目を迎えた。公立総合文学資料館として

現存するなかでは，最も古い文学館である。

　裏を返せば，「文学館」というジャンルのミュー

ジアムはそれほど歴史が浅いのであり，ここ30年ほ

どで全国に600を超える文学館が設立されたという

ことのほうが特異な事態ともいえる。

　1980年代から90年代にかけて全国を席巻した感

のある「文学館ブーム」だが，基盤となっているの

が更にその一昔前，文学全集が相次いで発行され，

地域の文学運動も活発だった「文学の時代」なの

で，全国に文学館が行き渡ったころにはとうに喪わ

れていたという皮肉なことになっていた。

　そうした各地の文学館が入館者の減少に悩み，乏

しい予算と人員で奮闘しているのだが，この数年，

面白い現象が起き始めた。「文豪ブーム」である。

　コミック，アニメ，ライトノベル，様々な形態で拡

がっているのだが，人気を決定づけたのはインター

ネットブラウザゲームであり，漱石，鷗外，有島，啄

木，小林多喜二ら実在の「文豪」をモデルとした

キャラクターが，古今の名作を破壊せんとする悪し

き侵略者に立ち向かうという物語である。

　荒唐無稽だが，それぞれの「文豪」の能力や弱

点，交流，駆使する武器や身にまとう衣装など，

隅々まで実際の彼らの作品や逸話が織り込まれてい

るので，熱中したファンは煩を厭わず，その背景と

原典を求めて全国の文学館を渡り歩くのである。

　小樽文学館では昨年，このゲームとタイアップし

て，「小樽に残した文豪の足跡展」を催した。ゲー

ムを模した「文豪バー」とキャラクターパネルを背

景に，「文豪コスプレ」で記念写真を撮り，インス

タに投稿する彼女らに顰蹙する向きもあろうが，誰

よりも熱心に展示された原稿や書簡を凝視し，リサ

イクル古本の文学全集端本を何よりもの成果品とし

て，いそいそと持ち帰ったのである。

　全国各地から集まった初対面の彼女らが情報を

交換し，また各地の文学館に向かうさまもＳＮＳに

随時発信されていった。

　時代はこのように変わっている。純文学はエン

ターテインメントだ。文学館はこれまで同様，その

素材を生真面目に提供しつづければいい。楽しむの

はあくまで「お客様」なのだから。

　安政元年（1854年）11月５日，現在の和歌山県広川

町の村民濱ロ梧陵（はまぐちごりょう）は，海水のひ

き方や井戸水の急激な減少により，安政南海地震に

よる大津波を予期し，村民を避難させるため，自分の

田んぼで収穫された稲わらに火を投じ，急を知らせ，

村人を救った。

　これは，津波対策の教訓として語り継がれる「稲む

らの火」という逸話である。

　この逸話に基づき，第70回国連総会本会議(平成27

年12月開催)で「世界津波の日」を11月５日と定める決

議がなされた。この決議は，幾多の災害の経験や教

訓をもつ日本からの提案によるものである。

　過去に大きな被害があった日ではなく，早期警報と

伝統的知識の活用によって人々の命が救われた日を

「世界津波の日」とし，世界中の防災意識の向上を

願ったのである。

　本年９月８・９日の２日間にわたり，本町の霧多布

高等学校に27ヵ国約150人の海外の高校生を迎え，

「『世界津波の日』2019高校生サミットin北海道スタ

ディツアー」が実施された。スタディツアーでは，新

聞紙でスリッパを作る防災グッズ制作などの防災意

識を高める活動はもちろん，書道や餅つきなどの日本

文化に親しむ特別授業も行い，本校生徒も海外の高

校生も交流を深めながら学びあった。

　歓迎行事の一環として，霧多布高等学校１年生に

より，チリ沖地震津波伝承紙芝居『赤いまり』を英訳

した劇が上演された。『赤いまり』とは，本町に11名も

の犠牲者を出した1960年のチリ地震津波についての

記録をまとめた文集である。当時の児童・生徒ら約60

人の体験談が収められており，犠牲者の女児が遊ん

でいた赤いまりが津波の後，浜辺に打ち上げられたこ

とから悲しみの象徴としてこのように名付けられた。

　荒れ果てし被害の跡に子等集い学びの庭を掃き清

めおり。

　この短歌は，霧多布同人会によるもので『赤いま

り』に収められている。被害の大きさや悲しみだけで

なく，そこから立ち上がる人間の強さに心打たれる。

同時に，あらゆる災害に対し，被害を最小限にとどめ

る努力の重要性を思わずにはいられない。

　私たちは，自らの経験から学ぶだけでなく，歴史か

ら学ぶという意識を強くもち，次世代のために語り継

いでいかねばならないのである。

（8）

〈論　文〉

１　はじめに
　池田町は，十勝平野の中央やや東寄りに位置

し，総面積は約370平方キロメートル，人口約6,700

人，農業を基盤産業とした中で，道東唯一のワイン

造りに取り組んでいる。町内には小学校３校，中学

校１校と高等学校１校がある。

　本校は，昭和22年に開校し，平成24年の高島中

学校統合の際に，地元産のカラマツ材がふんだん

に使われた新校舎を建設し，恵まれた教育環境の

中で教育活動が行われている。現在，生徒数136

人，学級は９学級設置されている。本校の教育目

標は「全力をつくす生徒」であり，開校当時から

知・徳・体のバランスの取れた教育が展開され，オ

リンピック選手や歌手等，自分の夢を実現させた

卒業生も多く輩出している。

２　学校経営を進めるにあたって
　本校では，「確かな学力の向上」「心身の充実」

「社会性の育成」を「チーム池田中」として組織的

に実践する教育活動を推進するとともに，「小中９

年間の学びの連続性」及び「社会に開かれた教育

課程」を介した家庭や地域とのつながり等を充実

させた「地域とともに魅力あるゆるぎない池田中学

校」の構築を目指している。

　これらの理念を踏まえ，教育課程を編成・実施・

評価し，改善していくための「カリキュラム・マネ

ジメント」を確立させるために，本校では今まで積

み重ねてきた「不易」の教育活動と，これから求め

られる「流行」の教育活動を見つめ直し，組織的且

つ協働的な体制を構築した中で，学校経営を推進

している。

３　「不易」と「流行」
　本年は，本校の教育活動をより充実させるため

に，「検証・改善」を図ってきた。「不易」の教育

は本校教育の土台であり，今まで生徒一人一人が

「分かる喜び」と「学ぶ楽しさ」が実感できる質の

高い授業や，「豊かな人間性」や「たくましい身

体」，そして「社会性」を育む教育活動として，ま

た「流行」の教育は「持続可能な社会」で必要とさ

れる「生きる力」を育む教育として位置付けてい

る。

４　具体的な取組
（1）学校経営を支える組織力の強化　

　組織的に学校課題の解決を図る学校経営を行う

ために，学校組織に「特別委員会」と「校務運営委

員会」を位置付け，多方向から分掌・学年の意見

を吸い上げ，教員一人一人の人材育成と組織の活

性化・能率化を図った。特に，分掌・学年の中に隠

れる傾向があった「学力」については「学力向上委

員会」を新たに立ち上げ，分析・検証と改善につ

いて共通理解が図れる環境を作った。

（2）授業力向上を図る組織的な研修

　教職員の授業力向上を図ることは，学校経営上

の中核になる。生徒に「確かな学力」を身に付けさ

せるために，同じベクトルの授業を組織的に取り

組むことが大切である。

①全国学力・学習状況調査結果を活用した授業

　過去数年の調査から，「情報を読み取る力」

「正確に書く力」「資料を活用する力」に課題が

ある一方，「読書が好き」「読書時間が長い」と

いう結果を受け，図書室の資料を活用した授業

を教育課程に位置づけ，取組を推進した。その

研修成果については，今年度の「十勝管内学校

図書館活用促進研修会」にて，発表した。（授

業公開・研究概要説明）

②学びガイドを活用した授業

　４月当初に「学習の手引き(シラバス)」を配布

しているが，授業での活用が曖昧であった。教

師・生徒の学習の指標を明確にするために，今

年度から単元毎の「目標」「観点別学習内容」

「自己評価」「振り返り」を記載した「学びガイ

ド」を作成し，単元毎に確認できるようにした。

この研究成果については，来年度の「北海道

キャリア教育・進路指導研究大会十勝大会」で

発表する。

（3）校種間・地域の連携

　これからの学校教育には，横軸であたる地域資

源・人材の活用を中心とした地域連携と，縦軸で

あたる義務教育９年間を見据えた小中連携の充実

も不可欠である。本校では，コミュニティ・スクー

ルを活用した地域との連携（ふるさと教育・福祉

教育等），小中連携（学習規律等）を推進してい

る。

５　おわりに
　今後も，「不易」と「流行」を意識した学校経営

を行い，今までの伝統を継承するとともに，時代の

要請に応えられる教育を目指し，子供たちが生き

生きと成長し，夢と希望をもって未来に羽ばたくた

めの礎を築いていく学校でありたいと考えている。
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池田町立池田中学校 豊　田　利　一

学校教育活動を支える「不易」と「流行」を
大切にした教育を目指して
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子供向け雑誌の付録から見えること

帯広市立大空中学校 黒　島　俊　一
　知育雑誌「幼稚園」という冊子があります。

私事ですが，幼い頃から親が定期購読してくれ

て，毎月手元に届くのを楽しみにしていまし

た。おめあては本誌よりも付録なのですが，そ

れは当時から幼稚園児が一人で上手く作れるよ

うな代物ではなく，きちんと作るには結構な難

易度で，毎月父親につくってもらい，つくれな

いけど，「あそぶ」わくわく感をもって，喜び

遊んでいた記憶が残っています。

　そんな「幼稚園」ですが，この付録が大変な

進化を遂げています。最近では，企業とタイ

アップした「コンビニエンスストアのＡＴＭ」

や「牛丼チェーン店の牛丼づくりゲーム」。

ペーパークラフトで実に精巧につくられて本物

そっくり。そのクオリティの高さは目を見張り

ます。もはやままごとの領域を超え，職業体験

ならぬ職業訓練的な様子さえ感じます。

　一方，世の中では就業希望を有しない「ニー

ト」や「引きこもり」との重複などが社会問題

化していたり，犯罪につながる悲しい出来事が

発生したり，心が痛むところです。幼少期向け

雑誌の付録の高度化，とうてい子供だけではつ

くりきれない高い難易度，クオリティの高さ

は，こうした現状と決して無関係ではないよう

な気がします。

　こうした中，日本の学校教育が直面する喫緊

の課題として，小中高等学校での学びが将来に

直結していないという指摘を耳にします。全面

実施を間近に控えた次期学習指導要領には，

「よりよい学校教育を通してよりよい社会を創

るという理念を学校と社会とが共有し，どのよ

うに学び，どのような資質・能力を身に付けら

れるようにするか教育課程で明確にして，社会

との連携及び協働により･･･」と社会との連携の

重要性が強く謳われています。このことは子供

たちの未来を見据え，社会で生きていく力を養

う「キャリア教育」も大きな柱となります。学

校が地域社会と手をつなぎつつ，地域社会と連

携し，子供たちが逞しく地域社会で生きていく

力を養うキャリア教育の充実は，地域や企業，

家庭との対話を深め，社会総ぐるみで進める意

識を醸成します。

　本校は２年後に義務教育学校としての開校を

控えています。学校で学んだことが社会で生き

ることにつながり，子供たちの幸せな将来と，

自立への道筋をつける新しい教育を「つくる」

わくわく感をもって，確かな実践を進めたいと

願うのです。

「実るほど頭を垂れる稲穂かな」

根室市立厚床小中学校 髙　橋　　　昭

　Ｗｅｂマガジンの「ＴＲＡＮＳ．Ｂｉｚ」による
と，「実るほど頭を垂れる稲穂かな」は，稲が成長
すると実を付け，その重みで実（頭）の部分が垂
れ下がってくることから，立派に成長した人間，つ
まり人格者ほど頭の低い謙虚な姿勢であるという
ことを意味することわざで，「頭を垂れる」という
言葉自体に「相手に敬意を払って自分を謙る」と
いう意味があるので，稲が立派に成長するにした
がって，稲穂の部分（稲が実を付けている部分）
が垂れ下がってくる様子を，稲と稲穂を成長して
いく人間に見立てて例えられているということだ。
　今から20年ほど前，女子バレーボール少年団の
名ばかりの監督をやっていたときにコーチとして
指導していただいていた女性の方に，「実るほど
頭を垂れる稲穂かな」の意味を問われた。答えを
返す間もなく，「将来，教頭，校長になったとき
に，威張ってふんぞり返っていたら，だめなんだ
よ。上の立場になるほど謙虚にさ」と諭された。そ
のときはまだ管理職という選択肢は微塵もなかっ
たのであるが，負けん気が少々とんがっていた自
分には金言であった。それ以来，「～さんの～な
ところが素晴らしい」などと謙虚な姿勢で，どん

な人物からも自分のもち得ないところを学んでき
たように思われる。
　先日，市の校長会で会長から資料が配付された。
大見出しには「バカな管理職は『俺は部下より優
秀』という～そんな上司には誰もついてこない」
と記されていた。また，中見出しには「優れた管
理職はまず『自己の成長』を重視する」「全社員
のなかで『ＣＥＯが一番学んでいる』会社」「マ
ネージャーは『あがり』のポストではない」「優れ
たマネージャーは皆『謙虚な学習者』」と記され
ている。見出しの一部を見るだけでも全文は想像
いただけるだろう。
　私は優れた管理職ではない。だから，たくさん
の人から素晴らしいところを頂き，いろいろ学ば
なければならない。稲が成長し頭が垂れるという
より，中身がないけれど，謙虚に学び続ける自分
でありたいと思う。ただ，人から学ぶが，人のまね
はしないと決めている。唯一無二である各の個性
をまねなどできない。学んだことを周囲の状況と
自分の性格やできる行動などと照らし合わせ分析
し，どのような手だてを講じれば良いのか考える
のも，教えを頂いた方への敬意ではなかろうか。
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子供たちの「うれしい」を育む 稚貝放流

湧別町立湧別中学校

久　間　博　文

（特別寄稿）

　わが市，わが町，地元の子供たちの様子や活躍

を伝える報道を目にするときの喜びは，地域を問

わず共通のものではないだろうか。

　今年度，釧路市の子供たちの様子を報じた三つ

の記事が目を引いた。いずれも，小学生と中学生

の交流活動を報じたものである。

　第一は，中学校の生徒会役員が校区の小学校で

実施したあいさつ運動。児童玄関まで足を運んで

活動した中学生のコメントには「小学生からあい

さつをしてくれることが増えた。親しみを持って

くれているのかなと，うれしい気持ちになる。」

とあった。第二は，小学校の運動会を手伝ったボ

ランティア部の中学生。「子供たちがみんな笑顔

で，うれしい気持ちになった。」と述べられてい

る。そして第三はボランティアで小学校の夏休み

学習会の学習支援に携わった中学生。「みんなが

どんどん問題に挑戦してくれるので，うれしく感

じた。」と結ばれている。

　いずれの記事も「うれしい」気持ちが語られた

出来事であるが，そもそも小学生のために活動す

る中で「うれしい」と感じることができた中学生

たちの心の在り様に，私自身もまた，うれしさを

感じずにはいられなかったのである。

　人間は自ら体験した物事から様々な感情を抱く

が誰かのために何かをする体験から得られた「う

れしい」感情というものは，周囲の人に向けた優

しさや感謝，奉仕の心につながるに違いない。人

と触れ合う体験から生まれた感情は，子供たちに

とって何ものにも代えがたい大きな心の糧となる

はずである。三つの記事にあるような，子供たち

の「うれしい」気持ちが，学校教育はもとより家

庭や地域社会の中でたくさん育まれる釧路市であ

りたいと思う。

　今年度，全国の報道では，子供たちが犠牲とな

る悲しい事件・事故が絶え間なく報じられていた

気がする。残念ながらその多くは学校，家庭，地

域社会の今を反映した厳しい現実の一面なのであ

る。今一度，私たち大人自身が子供たちにとって

最も大切な環境そのものであることを認識し，責

任の重さを自覚せねばならい。

　令和の未来が，子供たちの「うれしい」気持ち

であふれる世の中になってほしいと願わずにはい

られない。今こそ向かう先のビジョンを共有し，

学校，家庭，地域社会が力を尽くすときである。

　毎年５月に湧別漁協から「ほたて稚貝放流のお知ら

せ」という文書が届く。サロマ湖内で育てた稚貝をオ

ホーツク海に放流する５月中旬の10日間，午前４時から

正午まで湖各地区から湧別港までの道路を数百台のト

ラックが止め処なく往復する。生徒や教職員へ注意喚

起を依頼する文書だ。

　本校ＰＴＡ会長が漁師だったため，私は教頭ととも

に稚貝放流に係る作業体験の機会を得た。稚貝はいく

つかの部屋に仕切られた円柱状の養殖用網篭を湖内

に吊して育てられる。一つの部屋に入れる稚貝の数は

決められている。一粒一粒に均等に栄養が行き渡る環

境を作り，１年間で直径約５㎝に成長する。

　湖内の港に行くと，数十隻の早番の船が蜘蛛の子を

散らすように各養殖場に向かい，遅番の船が港に戻っ

てきた。私は遅番の船上で網篭を振るい，稚貝を放流

用の篭に移す作業を手伝った。この時期は網走の東農

大生アルバイト等で人手を確保している。作業開始の

無線が入る。時間が厳密で迅速な作業が必要だった。

早番と遅番の２班制により，鮮度を維持して漁港に届

けるシステムが効率よく循環されていた。放流用の篭を

陸揚げしトラックに移す。船はまた養殖場に向かう。ト

ラックは計測場で出荷重量の計測とサンプル採取を行

う。稚貝の大きさと重量によって稚貝を育てた漁師への

報酬額が決まる。測定を終え，トラックは12㎞離れた湧

別漁港に向かった。港にはトラック百台以上が列を成し

て放流用の漁船への積み込みを待っていた。港は腕の

太い男たちであふれていた。港の活気に感動した。

　放流１ヶ月前，結氷した湖内の砕氷作業が行われ

る。厚さ60㎝の氷で砕氷を断念することもある。また，

湖内14地点の水深や透明度，水深（０ｍ，１ｍ，２ｍ，

３ｍ，５ｍ，湖底）ごとの水温と塩分濃度を公表して

いる。稚貝の生育環境を把握し，５月を迎えている。

漁協は，数値に基づく計画的な生産管理による持続

的漁業の確立を目指している。

　漁協は今年２億５千万の稚貝を放流した。流氷に閉

ざされるオホーツク海の厳しさの中で成長したほたて

が３年後の日本や世界の食を支える。学校も可能性と

チャンスを最大化させ，持続可能な社会を牽引する人

材を育成すべく教育活動の展開が求められている。未

来を担う子供たち一人一人を大切にたくましく育てた

いという意を更に強くした。

釧路市教育委員会

岡　部　義　孝教育長
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どんどん問題に挑戦してくれるので，うれしく感

じた。」と結ばれている。

　いずれの記事も「うれしい」気持ちが語られた

出来事であるが，そもそも小学生のために活動す

る中で「うれしい」と感じることができた中学生

たちの心の在り様に，私自身もまた，うれしさを

感じずにはいられなかったのである。

　人間は自ら体験した物事から様々な感情を抱く

が誰かのために何かをする体験から得られた「う

れしい」感情というものは，周囲の人に向けた優

しさや感謝，奉仕の心につながるに違いない。人

と触れ合う体験から生まれた感情は，子供たちに

とって何ものにも代えがたい大きな心の糧となる

はずである。三つの記事にあるような，子供たち

の「うれしい」気持ちが，学校教育はもとより家

庭や地域社会の中でたくさん育まれる釧路市であ

りたいと思う。

　今年度，全国の報道では，子供たちが犠牲とな

る悲しい事件・事故が絶え間なく報じられていた

気がする。残念ながらその多くは学校，家庭，地

域社会の今を反映した厳しい現実の一面なのであ

る。今一度，私たち大人自身が子供たちにとって

最も大切な環境そのものであることを認識し，責

任の重さを自覚せねばならい。

　令和の未来が，子供たちの「うれしい」気持ち

であふれる世の中になってほしいと願わずにはい

られない。今こそ向かう先のビジョンを共有し，

学校，家庭，地域社会が力を尽くすときである。

　毎年５月に湧別漁協から「ほたて稚貝放流のお知ら

せ」という文書が届く。サロマ湖内で育てた稚貝をオ

ホーツク海に放流する５月中旬の10日間，午前４時から

正午まで湖各地区から湧別港までの道路を数百台のト

ラックが止め処なく往復する。生徒や教職員へ注意喚

起を依頼する文書だ。

　本校ＰＴＡ会長が漁師だったため，私は教頭ととも

に稚貝放流に係る作業体験の機会を得た。稚貝はいく

つかの部屋に仕切られた円柱状の養殖用網篭を湖内

に吊して育てられる。一つの部屋に入れる稚貝の数は

決められている。一粒一粒に均等に栄養が行き渡る環

境を作り，１年間で直径約５㎝に成長する。

　湖内の港に行くと，数十隻の早番の船が蜘蛛の子を

散らすように各養殖場に向かい，遅番の船が港に戻っ

てきた。私は遅番の船上で網篭を振るい，稚貝を放流

用の篭に移す作業を手伝った。この時期は網走の東農

大生アルバイト等で人手を確保している。作業開始の

無線が入る。時間が厳密で迅速な作業が必要だった。

早番と遅番の２班制により，鮮度を維持して漁港に届

けるシステムが効率よく循環されていた。放流用の篭を

陸揚げしトラックに移す。船はまた養殖場に向かう。ト

ラックは計測場で出荷重量の計測とサンプル採取を行

う。稚貝の大きさと重量によって稚貝を育てた漁師への

報酬額が決まる。測定を終え，トラックは12㎞離れた湧

別漁港に向かった。港にはトラック百台以上が列を成し

て放流用の漁船への積み込みを待っていた。港は腕の

太い男たちであふれていた。港の活気に感動した。

　放流１ヶ月前，結氷した湖内の砕氷作業が行われ

る。厚さ60㎝の氷で砕氷を断念することもある。また，

湖内14地点の水深や透明度，水深（０ｍ，１ｍ，２ｍ，

３ｍ，５ｍ，湖底）ごとの水温と塩分濃度を公表して

いる。稚貝の生育環境を把握し，５月を迎えている。

漁協は，数値に基づく計画的な生産管理による持続

的漁業の確立を目指している。

　漁協は今年２億５千万の稚貝を放流した。流氷に閉

ざされるオホーツク海の厳しさの中で成長したほたて

が３年後の日本や世界の食を支える。学校も可能性と

チャンスを最大化させ，持続可能な社会を牽引する人

材を育成すべく教育活動の展開が求められている。未

来を担う子供たち一人一人を大切にたくましく育てた

いという意を更に強くした。

釧路市教育委員会

岡　部　義　孝教育長
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13:45
14:00

 9:00
14:30

「北海道教育の日」第12回制定記念行事（和
田,木村,鎌田,越田）
道Ｐ第４回正副委員長会・第５回役員会(小川)
北海道男女平等参画審議会(越田)
空知地区教育経営研究会(鎌田,井村)
中学生作文コンクール最終審査会(越田)
夜間中学等に関する協議会（法本）
北海道学校給食研究協議会学校部会研修（第70
回全国学校給食研究協議大会岡山大会）（鎌田）
北海道学校給食研究協議会学校部会研修（第70
回全国学校給食研究協議大会岡山大会）（鎌田）
北海道中学校体育連盟第２回理事会(笹川)
運営委員交流会(新沼，和田,法本,運営委員,
専任職員)
第５回理事研修会(五役，副会長，運営委員,
地区理事，幹事，専任職員)
道中研全体研修会(空知・岩見沢実行委員会，
函館実行委員会，五役)
第10回小中合同事務局研修会（五役）
日本教育公務員弘済会北海道支部幹事会(和田)
教職互助会理事会（鎌田）
小中学校免許状併有のための認定講習検討会
議（鎌田）
全日中臨時常任委員会・新春座談会(新沼)
全日中中間監査会(伊東)
北海道男女平等参画審議会(越田)
４ブロック研修会(新沼)
第14回北海道中学生演劇発表大会開会式(木村)
全日中札幌大会打合せ(新沼，和田，越田，専
任職員)
年末調整説明会(高橋)
北海道地域学校協働活動推進会議兼コミュニ
ティ・スクール連絡協議会構成員の現地視
察（佐藤）

ライフォート札幌

ポールスター札幌
かでる２・７
サンプラザ
北海道放送
北 海 道 庁
岡山コンベンションセンター

岡山コンベンションセンター

北海きたえーる
道中事務所

ライフォート札幌

ライフォート札幌

道小事務所
ライフォート札幌
損保ジャパン日本興亜札幌ビル
道 庁 別 館

全日中会館
全日中会館
北 海 道 庁
静内エクリプスホテル
札幌市教育文化会館
北海道中学校長会事務所

カナモトホール
知内町公民館
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北海道中学校体育連盟創立60周年式典・祝賀
会(新沼，笹川)
令和元年度北海道青少年科学技術作品展表彰
式(三浦崇)
第７回事務局研修会(五役，筆頭副会長，幹
事，専任職員)
全日本中学生人権作文コンテスト旭川地方大
会(田中)
道Ｐ第６回役員会・第５回正副委員長会・第３回常
置委員会・第２回理事会・役員理事交流会(小川）
第２回北海道地域学校協働活動推進会議兼コ
ミュニティ・スクール連絡協議会（佐藤）
北海道教育文化協会理事会・評議員会（和田）
令和元年度第１回北海道教員育成協議会専門
部会(研修部会)(鎌田)
第２回ＳＮＳを活用した相談体制の検討事業
連絡協議会(五十嵐)
第７回公立学校共済組合北海道支部運営審議
会事業検討委員会（法本）
北海道教育功績者表彰式(新沼，塩﨑，伊東，加賀)
令和元年度北海道教育実践表彰選考会議(井村)
退職校長会新年交流会(和田)
学校給食研究協議会支部長・センター長等会
議(鎌田，山田）
第40回全国中学校アイスホッケー大会開会式
(新沼)
第11回小中合同事務局研修会（五役）
北海道学校給食会広報編集委員会(山田)
第３回北海道産業教育審議会（木村）
全日中第３回常任理事会(新沼)
北海道ＰＴＡ連合会広報誌コンクール第１回
審査委員会(小川）
全日中第３回理事会(新沼，和田，志道，鹿野内)
第２回がん教育総合支援事業連絡協議会(立花)

ライフォート札幌

札幌市青少年科学館

ばらと北１条ビル

旭川市雪の美術館

ポールスター札幌

かでる２・７

プレミアホテル中島公園
道 庁 別 館

道 庁 別 館

ライフォート札幌

ライフォート札幌
道 庁 別 館
ライフォート札幌
ポールスター札幌

苫小牧市文化会館

道小事務所
北海道学校給食会
道 庁 別 館
全日中会館
北海道新聞社事業部

青少年総合センター
北 海 道 庁
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敷島
新沼　　潔

令和２年１月31日　発行

北海道中学校長会　事務局長 和　田　正　教
○今年度の活動を振り返って
　今年度，北海道中学校長会は「覚悟をもち，新し

い道へ進む道中」を合い言葉として，全道20地区 

571人の会員相互の連携のもと本道の中学校教育を

推進し，道民の信託に応えるべく活動を行ってきま

した。

　特に本道教育の課題である「社会で自立して生き

ていく上で必要な学力や体力の向上」に向けて，校

長会の使命である「教育の質の向上」を目指し，

『チーム北海道』として地域・保護者，関係機関・

諸団体の御理解と御協力，御支援をいただきなが

ら，授業改善と学校改善に粘り強く着実に取り組ん

でいるところです。

　昨年９月27日・28日に開催した第61回北海道中学

校長会研究大会空知・岩見沢大会は，４か年継続

研究の研究主題「社会を生き抜く力を身に付け，

未来を切り拓く日本人を育てる中学校教育」の最

終年として，「緑と心豊かで彩り鮮やかな空知・岩

見沢から　新たな時代につなぐ資質・能力を求め

て」を副主題に据え，全道各地区の成果と課題を

持ち寄り，熱心な研究協議がなされました。空知校

長会の皆様には，小学校会員の御協力のもときめ

細やかで心温まる運営をしていただいたことに感

謝を申し上げますとともに，今大会の成果が，来年

度に函館市で開催される第62回函館大会に引き継

がれることを願っております。また，これまで道中

組織の見直しを進めてきた中で，組織運営の面で

は全道各地区の支えを得ながら『チーム北海道』

として新たな道中体制での３年目の活動を終えよう

としています。これからも乗り越えるべき課題は山

積みですが，新学習指導要領の実施や働き方改革

へ向けた対応をはじめとする教育改革の動向を見

定めつつ，「社会を生き抜く力を身に付け，未来を

切り拓く日本人を育てる中学校教育」に基づく研究

推進を通し，本道の中学校教育の振興に努めて参

りたいと思っております。今後とも御理解と御協力

をよろしくお願いいたします。

○来年度の事業計画について
　来年度の事業計画は，２月に開催される第６回

理事研修会を経て，４月の総会で決定となります。

　変更点として，札幌でのオリンピック競歩とマラ

ソンの開催期間が重なることから，「文教施策懇談

会・各課懇談会」の日程を７月末に変更し，８月の

「理事研修会」は中止とした計画としております。

後　期　情　報
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